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発
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祈
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浦
添
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（
68
歳
）は
15
歳
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け
た
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告
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受
け
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手
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を
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頃
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板
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5
年
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古
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身
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宮
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、宮
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島
や
沖
縄
本
島
の
原
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を
残
し

た
い
と
の
思
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ら
、多
く
の
作
品
を

描
い
て
い
ま
す
。
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回
の
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も
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の
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と
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で
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過
ご
し
た

原
風
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、希
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感
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う
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い
て
い
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。
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あ
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ら
え
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作
っ
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き
た
い
」と
語
り
ま
し
た
。
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県
社
協
で
は
、2
月
3
日
に
沖

縄
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
劇
場

棟
に
て「
第
45
回
芸
能
の
夕
べ
」を

開
催
し
ま
し
た
。本
公
演
は
、沖
縄

新
進
芸
能
家
協
会
、都
山
流
尺
八

沖
縄
県
支
部
、西
川
流
沖
縄
県
支

部
、か
ら
約
1
9
0
名
が
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
で
出
演
さ
れ
、琉
球
舞
踊
や

日
本
舞
踊
、尺
八
の
演
奏
を
披
露

し
、来
場
者
4
7
5
名
を
楽
し
ま

せ
ま
し
た
。

ま
た
、本
公
演
を
開
催
す
る
に

あ
た
り
、県
内
の
企
業・団
体
へ
チ

ケ
ッ
ト
購
入
に
つ
い
て
協
力
を
求
め

た
と
こ
ろ
、多
く
の
企
業・団
体
か

ら
御
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。

本
公
演
の
収
益
金
は
、全
額
社
会

福
祉
活
動
資
金
や
県
内
の
福
祉
団

体
への
活
動
助
成
金
等
と
し
て
有
効

に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

御  

礼

『
第
45
回
芸
能
の
夕
べ
』へ
御
出

演
い
た
だ
い
た
団
体
を
は
じ
め
、

協
賛
を
い
た
だ
い
た
企
業
、関
係

者
の
皆
様
、御
来
場
い
た
だ
き
ま

し
た
皆
様
へ
厚
く
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

▲NTT西日本沖縄支店様（2.28）
【写真左】
NTT西日本沖縄支店 支店長 畔上 修一 様

【写真右】本会 会長 湧川 昌秀

▲那覇法人会女性部会様（3.12）
【写真前列右から3番目】
那覇法人会女性部会 部会長 鈴木 啓子 様

【写真後列右から5番目】
本会 総務企画部長 上間 直子

▲那覇市垣花奉頌会様（3.26）
【左から2番目】
（一財）那覇市垣花奉頌会 理事長 比嘉 眞三 様
【左から1番目】同会 事務局　金城 勝一 様
【右から1番目】本会 常務理事 嘉陽 孝治
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／
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採
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渡
嘉
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＝
福
祉
人
材
研
修
セ

ン
タ
ー
所
長
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屋
司
＝
総
務
企

画
部
主
査
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入
端
涼
＝
総
務
企

画
部
主
査
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間
沙
季
＝
福
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人

材
研
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セ
ン
タ
ー
主
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＝
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＝
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＝
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団
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副
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＝
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＝
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＝
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＝
い
き
い
き
長
寿

セ
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＝
福

祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
支
援
セ
ン
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宮
城
真
政（
定
年
）、小
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姫

退
　職

著　者：全国不登校新聞社　　　出版社：ポプラ社

学校に行きたくない君へ

不登校・引きこもりの当事者の声を大切にする
日本で唯一の不登校専門誌「不登校新聞」。そ
の「不登校新聞」を発行するNPO法人全国不登
校新聞社が編集したこの本には、「不登校新聞」
に掲載された各分野の著名人
20名のインタビューがまとめ
られています。企画から取材
まで、不登校の当事者・経験
者が人生の大先輩たちに体
当たりでぶつかり、引き出し
た本音のメッセージ。社会に
出たくない人も、いま人生に
まよっている人も、中高生か
らシニア層まで幅広い世代に突き刺さる言葉が
つまった一冊です。

本の紹介
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1　地域福祉の推進及び福祉文化の形成
2　地域自立生活を支える福祉基盤づくり
3　福祉サービスの質の向上

4　明るい長寿社会づくり
5　企画広報・助成・提言活動の推進
6　組織体制・財政基盤の強化

令和元年度 沖縄県社会福祉協議会事業計画（概要）
本会では、第4次地域福祉活動総合計画に掲げる「支え合い、安心して暮らせる地域社会を目指して」の基本理念

のもと、市町村社会福祉協議会や福祉施設・団体、民生委員児童委員、ボランティア・NPO等と連携を一層強化し、
企業や一般県民にも参画を呼びかけ、「THANKS（サンクス）運動～地域の人々が明るいネットワークを築き支え合う
社会の実現～」（以下：「THANKS（サンクス）運動」）を推進します。
加えて、災害時の福祉支援体制の整備、福祉人材の確保・養成・定着に向けた取り組み、権利擁護体制の整備等、
社会福祉を取り巻く今日的な課題への対応と更なる地域福祉の発展を目指して、以下の事業を重点に取り組みます。

（1）地域福祉を担う市町村社協活動強化への支援
○THANKS（サンクス）運動推進の大きな柱である小地域福祉活動の普及促進とともに、コミュニティソーシャルワークの実践
やワーカーの配置促進を図ります。また、地域福祉活動計画策定・改定の推進や市町村社協の組織強化支援を実施し、地域
福祉を担う市町村社協活動強化を目指します。さらに、社会福祉法人相互の連携・協働のよる公益的な取り組みを推進します。

（2）「THANKS（サンクス）運動」の展開
○社会的孤立の解消・防止に向けたTHANKS（サンクス）運動のさらなる普及促進とともに、新たに「子どもの居場所ネット
ワーク事業」に取り組み、子どもの居場所づくり活動の支援やネットワーク化を促進します。また、「社会的孤立対策モデル
事業」等における市町村社協への支援を通じて、地域における支え合い体制づくりを推進します。

（3）ボランティア・市民活動の充実強化
○市町村社協への助言・情報提供等を通じて、ボランティアセンター機能強化とボランティア活動の普及促進とともに、関係
機関・団体と連携・協働し、ボランティア・NPO活動の推進支援に取り組みます。また、各市町村社協と教育現場の連携に
より、福祉教育の取り組み強化を図ると同時に、アクティブシニアの活動を推進します。

（4）民生委員児童委員活動の強化・支援
○県民児協と連携のもと、「第30回沖縄県民生委員児童委員大会」や各種研修会を開催し、民生委員児童委員の資質向上を
図ります。また、12月の民生委員児童委員の一斉改選に向け、県民へ民生委員児童委員活動の理解促進を図り、本県の民生
委員児童委員の充足率向上に努めます。

（5）災害時における危機管理体制の強化
○「県内社協災害時相互応援協定」に基づく「市町村社協・事務局長連絡会」の
開催等により、県社協及び市町村社協が災害時の支援活動を迅速・的確に行
うための体制強化を図ります。
○「災害時福祉支援体制整備事業」に新たに取り組み、災害派遣福祉ネットワー
クの設置運営及び災害派遣福祉チーム（D-WAT）のチーム員養成研修など、
災害時要配慮者への支援体制の整備を図ります。

令和元年度　事業計画の柱

地域福祉の推進及び福祉文化の形成1

（2）福祉サービス利用援助事業（日常生活自立支援事業）の推進
○障害等により判断能力が不十分な方の地域生活を支援する、日常生活自立支援事業の全市町村型方式への実施形態移行
を推進します。また、各種会議や研修会を開催し、各市町村社協における事業の実施体制の充実・強化を支援し、高齢者や障
害者等の権利擁護体制の強化を図ります。
○市町村社協職員等を対象とした「権利擁護推進セミナー」等研修会の開催により、成年後見制度や法人後見事業のさらなる
普及促進と連携体制の構築を図り、社協の機能を活かした権利擁護体制を強化します。

（3）運営適正化委員会の機能強化
○福祉サービス事業所等への巡回訪問や「福祉サービスに関する苦情解決セミナー」
の開催等を通じ、苦情解決体制の強化や適切な福祉サービスの提供を推進します。
また、福祉サービス利用援助事業の実施機関等に対して、現地調査を実施し、適正
な運営を支援します。

（4）福祉サービスを必要とする矯正施設退所者への支援
○高齢または障害によって福祉サービス等による支援が必要な矯正施設退所者が円
滑な社会復帰を図れるよう、情報提供や利用手続き等の支援を行います。

（1）生活困窮者等の自立に向けた支援
○「生活困窮者自立支援事業相談員等連絡会」を開催する等、相談機関が実施する相談支援と市町村社協が実施する各種
支援活動の有機的な連携を図り、総合相談・生活支援活動の充実強化を図ります。
○「生活福祉資金貸付事業」等、各種貸付事業のニーズ把握や制度の周知に努め、効果的な実施を図ります。また、関係機関
と連携し、生活困窮世帯等の自立に向けた継続的な支援を行うとともに、貸付事業の相談員等を対象とした研修の開催によ
り、支援者の資質向上を図ります。

地域自立生活を支える福祉基盤づくり2

（1）施設提供サービスの質の向上
○各種別協議会や福祉人材研修センターを中心に、専門的な各種研修会の開催や各種調査研究・協議等を進め、サービスの
質の向上を図ります。

（2）社会福祉法人への支援
○「社会福祉法人経営セミナー」等、各種セミナーの開催や情報提供により、各社会福祉法人のガバナンス強化や事業運営の
透明性の向上等、法人経営の強化を支援します。
○「社会福祉法人の公益的な取り組み指針」に基づき、各法人・施設の地域住民に対する相談支援体制の整備促進を支援す
る研修会を実施します。また、THANKS（サンクス）運動とも連動させながら、地域住民の福祉・生活課題へ対応するため法
人相互の連携・協働による支援体制の強化を図ります。

（3）福祉人材の養成・確保・定着等の推進
○学生や求職者等に対し、福祉の仕事の魅力を発信し、福祉の仕事や福祉そのものへの理解促進を図ります。また、保育士や
介護福祉士の資格取得や再就職に係る資金の貸付を実施し、人材確保を図ります。
○無料職業紹介事業や、「離島・過疎地域における福祉人材確保に向けた移住促進
支援事業」を実施し、福祉施設・事業所の人材確保を支援します。また、「福祉職員
キャリアパス対応生涯研修課程」の一部課程の実施等により、福祉従事者の段階
的なスキル・キャリアアップを支援する研修会を推進します。

（4）介護技術等の普及による介護意識の醸成
○一般県民及び家族介護者を対象とした講座や「介護の日」講演会等を開催し、介
護知識・技術の普及啓発を図ります。
○常設展示場を活用した福祉用具展示場見学・相談会や「福祉機器展」等を開催
し、県民の福祉用具に関する知識を広め、在宅介護の支援に努めます。

福祉サービスの質の向上3

▲八重瀬町富盛地区による子どもの居場所づくり

▲運営適正化委員会    
「事業説明会・分野別事例検討会の様子」

▲『介護の日』講演会の様子

事業計画は
本会ホームページでも
ご覧いただけます。

（1）高齢者の生きがいと健康づくりの推進
○「かりゆし美術展」や「沖縄ねんりんピック」等を開催し、高齢者の自主的な活動
を支援し、生きがいと健康づくりを推進します。また、「沖縄県かりゆし長寿大学
校」の運営により、アクティブシニアを養成します。

（2）高齢者の就労支援
○高齢者無料職業紹介事業による就労斡旋や高齢者向けの職場説明・面接会を
開催するなど、高齢者の就労支援に取り組みます。

明るい長寿社会づくり4

▲長寿大学校    
「『レクリエーション」での講義の様子」
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1　地域福祉の推進及び福祉文化の形成
2　地域自立生活を支える福祉基盤づくり
3　福祉サービスの質の向上

4　明るい長寿社会づくり
5　企画広報・助成・提言活動の推進
6　組織体制・財政基盤の強化

令和元年度 沖縄県社会福祉協議会事業計画（概要）
本会では、第4次地域福祉活動総合計画に掲げる「支え合い、安心して暮らせる地域社会を目指して」の基本理念

のもと、市町村社会福祉協議会や福祉施設・団体、民生委員児童委員、ボランティア・NPO等と連携を一層強化し、
企業や一般県民にも参画を呼びかけ、「THANKS（サンクス）運動～地域の人々が明るいネットワークを築き支え合う
社会の実現～」（以下：「THANKS（サンクス）運動」）を推進します。
加えて、災害時の福祉支援体制の整備、福祉人材の確保・養成・定着に向けた取り組み、権利擁護体制の整備等、
社会福祉を取り巻く今日的な課題への対応と更なる地域福祉の発展を目指して、以下の事業を重点に取り組みます。

（1）地域福祉を担う市町村社協活動強化への支援
○THANKS（サンクス）運動推進の大きな柱である小地域福祉活動の普及促進とともに、コミュニティソーシャルワークの実践
やワーカーの配置促進を図ります。また、地域福祉活動計画策定・改定の推進や市町村社協の組織強化支援を実施し、地域
福祉を担う市町村社協活動強化を目指します。さらに、社会福祉法人相互の連携・協働のよる公益的な取り組みを推進します。

（2）「THANKS（サンクス）運動」の展開
○社会的孤立の解消・防止に向けたTHANKS（サンクス）運動のさらなる普及促進とともに、新たに「子どもの居場所ネット
ワーク事業」に取り組み、子どもの居場所づくり活動の支援やネットワーク化を促進します。また、「社会的孤立対策モデル
事業」等における市町村社協への支援を通じて、地域における支え合い体制づくりを推進します。

（3）ボランティア・市民活動の充実強化
○市町村社協への助言・情報提供等を通じて、ボランティアセンター機能強化とボランティア活動の普及促進とともに、関係
機関・団体と連携・協働し、ボランティア・NPO活動の推進支援に取り組みます。また、各市町村社協と教育現場の連携に
より、福祉教育の取り組み強化を図ると同時に、アクティブシニアの活動を推進します。

（4）民生委員児童委員活動の強化・支援
○県民児協と連携のもと、「第30回沖縄県民生委員児童委員大会」や各種研修会を開催し、民生委員児童委員の資質向上を
図ります。また、12月の民生委員児童委員の一斉改選に向け、県民へ民生委員児童委員活動の理解促進を図り、本県の民生
委員児童委員の充足率向上に努めます。

（5）災害時における危機管理体制の強化
○「県内社協災害時相互応援協定」に基づく「市町村社協・事務局長連絡会」の
開催等により、県社協及び市町村社協が災害時の支援活動を迅速・的確に行
うための体制強化を図ります。
○「災害時福祉支援体制整備事業」に新たに取り組み、災害派遣福祉ネットワー
クの設置運営及び災害派遣福祉チーム（D-WAT）のチーム員養成研修など、
災害時要配慮者への支援体制の整備を図ります。

令和元年度　事業計画の柱

地域福祉の推進及び福祉文化の形成1

（2）福祉サービス利用援助事業（日常生活自立支援事業）の推進
○障害等により判断能力が不十分な方の地域生活を支援する、日常生活自立支援事業の全市町村型方式への実施形態移行
を推進します。また、各種会議や研修会を開催し、各市町村社協における事業の実施体制の充実・強化を支援し、高齢者や障
害者等の権利擁護体制の強化を図ります。
○市町村社協職員等を対象とした「権利擁護推進セミナー」等研修会の開催により、成年後見制度や法人後見事業のさらなる
普及促進と連携体制の構築を図り、社協の機能を活かした権利擁護体制を強化します。

（3）運営適正化委員会の機能強化
○福祉サービス事業所等への巡回訪問や「福祉サービスに関する苦情解決セミナー」
の開催等を通じ、苦情解決体制の強化や適切な福祉サービスの提供を推進します。
また、福祉サービス利用援助事業の実施機関等に対して、現地調査を実施し、適正
な運営を支援します。

（4）福祉サービスを必要とする矯正施設退所者への支援
○高齢または障害によって福祉サービス等による支援が必要な矯正施設退所者が円
滑な社会復帰を図れるよう、情報提供や利用手続き等の支援を行います。

（1）生活困窮者等の自立に向けた支援
○「生活困窮者自立支援事業相談員等連絡会」を開催する等、相談機関が実施する相談支援と市町村社協が実施する各種
支援活動の有機的な連携を図り、総合相談・生活支援活動の充実強化を図ります。
○「生活福祉資金貸付事業」等、各種貸付事業のニーズ把握や制度の周知に努め、効果的な実施を図ります。また、関係機関
と連携し、生活困窮世帯等の自立に向けた継続的な支援を行うとともに、貸付事業の相談員等を対象とした研修の開催によ
り、支援者の資質向上を図ります。

地域自立生活を支える福祉基盤づくり2

（1）施設提供サービスの質の向上
○各種別協議会や福祉人材研修センターを中心に、専門的な各種研修会の開催や各種調査研究・協議等を進め、サービスの
質の向上を図ります。

（2）社会福祉法人への支援
○「社会福祉法人経営セミナー」等、各種セミナーの開催や情報提供により、各社会福祉法人のガバナンス強化や事業運営の
透明性の向上等、法人経営の強化を支援します。
○「社会福祉法人の公益的な取り組み指針」に基づき、各法人・施設の地域住民に対する相談支援体制の整備促進を支援す
る研修会を実施します。また、THANKS（サンクス）運動とも連動させながら、地域住民の福祉・生活課題へ対応するため法
人相互の連携・協働による支援体制の強化を図ります。

（3）福祉人材の養成・確保・定着等の推進
○学生や求職者等に対し、福祉の仕事の魅力を発信し、福祉の仕事や福祉そのものへの理解促進を図ります。また、保育士や
介護福祉士の資格取得や再就職に係る資金の貸付を実施し、人材確保を図ります。
○無料職業紹介事業や、「離島・過疎地域における福祉人材確保に向けた移住促進
支援事業」を実施し、福祉施設・事業所の人材確保を支援します。また、「福祉職員
キャリアパス対応生涯研修課程」の一部課程の実施等により、福祉従事者の段階
的なスキル・キャリアアップを支援する研修会を推進します。

（4）介護技術等の普及による介護意識の醸成
○一般県民及び家族介護者を対象とした講座や「介護の日」講演会等を開催し、介
護知識・技術の普及啓発を図ります。
○常設展示場を活用した福祉用具展示場見学・相談会や「福祉機器展」等を開催
し、県民の福祉用具に関する知識を広め、在宅介護の支援に努めます。

福祉サービスの質の向上3

▲八重瀬町富盛地区による子どもの居場所づくり

▲運営適正化委員会    
「事業説明会・分野別事例検討会の様子」

▲『介護の日』講演会の様子

事業計画は
本会ホームページでも
ご覧いただけます。

（1）高齢者の生きがいと健康づくりの推進
○「かりゆし美術展」や「沖縄ねんりんピック」等を開催し、高齢者の自主的な活動
を支援し、生きがいと健康づくりを推進します。また、「沖縄県かりゆし長寿大学
校」の運営により、アクティブシニアを養成します。

（2）高齢者の就労支援
○高齢者無料職業紹介事業による就労斡旋や高齢者向けの職場説明・面接会を
開催するなど、高齢者の就労支援に取り組みます。

明るい長寿社会づくり4

▲長寿大学校    
「『レクリエーション」での講義の様子」
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【一般会計における収入構成】

収入の部
1,502,350

支出の部
1,502,350

【一般会計における支出構成】

（単位：千円） （単位：千円）

会費・寄附・負担金

4%
54,176

積立金取崩・繰入等

52%
787,096

補助金・受託金

35%
528,708

事業収入・利息他

9%
132,370

助成・積立・繰出他

（自）平成31年4月1日 （至）令和2年3月31日

11%
168,759 人件費

22%
323,984

事業費・事務費

26%
396,481

貸付支出

52%
613,126

（1）調査研究・企画活動の強化
○総合企画委員会等において必要な調査研究活動に取り組み、新たな支援策の企画や

政策提言に繋げます。また、令和3年度の本会創立70周年に向けて記念誌発刊の作業
を進めます。

（2）福祉施策への提言・要請活動の強化
○沖縄県社会福祉施策・予算対策協議会との連携のもと、県及び市町村等への提言・要

請活動を展開します。また、県・全社協等の審議会・委員会等へ参画し、県社協の立場から政策提言等を行います。
（3）広報・啓発及び情報提供機能の強化
○「第62回沖縄県社会福祉大会」や広報誌、パンフレット、ホームページ等を通じた広報活動を拡充し、県民に対し社会福祉に

ついての関心・理解を広げ、社会福祉活動への参画を促進します。
（4）資金助成による活動支援の推進
○各種助成事業や「地域福祉活動のモデル事業」を実施し、市町村社協、福祉施設・団体、NPO等に対する活動支援を進めま

す。また、県内外の助成事業の情報提供や活用支援を行い、民間福祉団体の活動基盤の強化を支援します。

企画広報・助成・提言活動の推進5

（1）組織体制・財政基盤の強化
○理事及び評議員に対して法人の経営分析情報等を適切に提供し、理事会・評議員会機能のさらなる運営強化を図ります。ま

た、財務規律や内部統制機能の強化を図り、県民に信頼される組織経営の適正化と透明性を確保します。
○県民ニーズに対応した事業展開や組織経営の安定化に向けて、会員の拡大を図り組織体制を強化するとともに、新たに必要

とされる事業について公的財源の確保を図ります。また、各種職場内・外での研修会の実施や派遣等を行い、事務局職員の
資質向上と業務推進体制の強化を図ります。

○県総合福祉センターが県民の社会福祉活動の拠点施設としての機能を発揮できるよう、利用者及び入居団体のニーズに応
じたセンター管理運営を行います。

組織体制・財政基盤の強化6

▲広報誌「本会が発刊する広報誌」

令和元年度　資金収支予算（概要）

一般会計サービス区分一覧表

（特別会計一覧表）

★印は新規事業、●印は終了事業
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③
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サービス区分

1　法人運営事業

2　福祉活動指導員設置事業

3　沖縄県ボランティアセンター運営事業

4　民生委員活動推進事業

5　地域福祉推進等研修事業

6　共同募金配分金事業

ア　沖縄県社会福祉大会開催事業

イ　福祉情報おきなわ発行事業

ウ　市町村社協の現況作成時業

エ　市町村社協支援事業

7　災害支援体制強化事業

8　サンクス運動推進事業

9　災害時福祉支援体制整備事業

10　子どもの居場所ネットワーク事業

地域福祉推進拠点区分　合計

1　日常生活自立支援事業

2　地域生活定着支援センター受託事業

3　運営適正化委員会設置運営事業

4　地域自立生活支援等研修事業

地域自立生活支援拠点区分　合計

1　心身障害児者施設協議会活動事業

2　身体障害児者施設協議会活動事業

3　社会福祉法人経営者協議会活動事業

4　児童養護協議会活動事業

5　老人福祉施設協議会活動事業

6　保育協議会活動事業

7　地域包括・在宅介護支援センター協議会活動事業

8　福祉人材センター受託事業

9　社会福祉研修受託事業

10　介護実習・普及センター管理受託事業

11　福利厚生センター受託事業

12　介護支援専門員養成研修事業

13　介護等体験事業

14　人材育成・団体活動支援等研修事業

15　民間社会福祉施設職員福利厚生事業

　　 福祉・介護人材育成促進事業

       社会福祉法人の公益的取組推進事業

16　エルダー・メンター制度導入促進事業

人材育成・団体活動支援拠点区分　合計

★

★

●

●

1　高齢者の生きがいと健康づくり事業

2　組織づくりと指導者育成事業

3　高齢者無料職業紹介所運営事業

4　長寿社会づくり推進等研修事業

長寿社会づくり推進拠点区分　合計

1　総合企画委員会推進事業

2　局内プロジェクト推進事業

3　福祉団体・各種大会等助成事業

4　社会福祉振興基金事業

企画広報・助成等推進拠点区分　合計

社会福祉事業区分　合計

1　介護福祉士修学資金等貸付事業

2　保育士修学資金等貸付事業

公益事業区分　合計

1　賃貸事業

2　書籍等販売事業

収益事業区分　合計

一 般 会 計 合 計

119,593

40,934

12,085

23,712

840

6,469

2,728

1,397

457

1,887

710

3,791

8,912

12,050

229,096

103,827

24,036

9,829

1,400

139,092

2,790

1,958

16,011

2,148

11,343

14,009

2,848

47,848

27,268

12,782

8,305

12,600

1,636

2,541

1,961

0

0

2,716

168,764

55,214

16,694

2,774

300

74,982

200

200

4,120

42,000

46,520

658,454

135,548

551,260

31,110

717,918

29,158

1,350

95,470

125,978

1,502,350

55,098

17,927

2,774

294

76,093

200

200

8,720

46,150

55,270

694,284

113,161

704,250

30,658

848,069

31,526

1,612

94,120

127,258

1,669,611

152,583

41,495

12,591

26,229

725

6,927

3,097

1,418

470

1,942

4,200

3,791

0

0

248,541

100,755

24,036

10,043

1,502

136,336

2,967

1,960

16,052

2,155

17,293

13,123

2,818

48,264

26,659

13,089

8,670

9,949

1,611

3,566

3,151

4,455

1,065

1,197

178,044

△ 32,990

△ 561

△ 506

△ 2,517

115

△ 458

△ 369

△ 21

△ 13

△ 55

△ 3,490

0

8,912

12,050

△ 19,445

3,072

0

△ 214

△ 102

2,756

△ 177

△ 2

△ 41

△ 7

△ 5,950

886

30

△ 416

609

△ 307

△ 365

2,651

25

△ 1,025

△ 1,190

△ 4,455

△ 1,065

1,519

△ 9,280

3,649,294

349,535

91,916

19,113

106,875

106,875

65,787

8,412

3,913,872

483,935

3,804,582

296,879

103,207

11,813

117,084

117,084

69,922

8,076

4,094,795

433,852

△ 155,288

52,656

△ 11,291

7,300

△ 10,209

△ 10,209

△ 4,135

336

△ 180,923

50,083

116

△ 1,233

0

6

△ 1,111

0

0

△ 4,600

△ 4,150

△ 8,750

△ 35,830

22,387

△ 152,990

452

△ 130,151

△ 2,368

△ 262

1,350

△ 1,280

△ 167,261

増 減当年度
予算額

前年度
予算額

会 

計
事 

業
拠 

点

④
長
寿
社
会
づ
く
り

　推
進
拠
点
区
分

⑤
企
画
広
報・助
成
等

　推
進
拠
点
区
分

公
益
事
業

拠
点
区
分

収
益
事
業

拠
点
区
分

サービス区分 増 減当年度
予算額

前年度
予算額

会 

計

特
別
会
計

特 別 会 計

収入予算

支出予算

収入予算

支出予算

収入予算

支出予算

収入予算

支出予算

収入予算

支出予算

増減③
（①-②）

当年度
予算額①

前年度
予算額②

3　沖縄県総合福祉センター
     管理運営受託事業

3　児童養護施設退所者等自立支援
     資金貸付事業

1　生活福祉資金特別会計

2　

3　

4　

　　特 別 会 計 合 計

要保護世帯向け
不動産型生活資金特別会計

生活福祉資金貸付事務費
特別会計

臨時特例つなぎ資金
特別会計

特別会計では、収入予算が支出予算を大きく上回っていますが、その差額
のほとんどが次年度以降の生活困窮者等への貸付金原資となっています。

補足説明
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【一般会計における収入構成】

収入の部
1,502,350

支出の部
1,502,350

【一般会計における支出構成】

（単位：千円） （単位：千円）

会費・寄附・負担金

4%
54,176

積立金取崩・繰入等

52%
787,096

補助金・受託金

35%
528,708

事業収入・利息他

9%
132,370

助成・積立・繰出他

（自）平成31年4月1日 （至）令和2年3月31日

11%
168,759 人件費

22%
323,984

事業費・事務費

26%
396,481

貸付支出

52%
613,126

（1）調査研究・企画活動の強化
○総合企画委員会等において必要な調査研究活動に取り組み、新たな支援策の企画や

政策提言に繋げます。また、令和3年度の本会創立70周年に向けて記念誌発刊の作業
を進めます。

（2）福祉施策への提言・要請活動の強化
○沖縄県社会福祉施策・予算対策協議会との連携のもと、県及び市町村等への提言・要

請活動を展開します。また、県・全社協等の審議会・委員会等へ参画し、県社協の立場から政策提言等を行います。
（3）広報・啓発及び情報提供機能の強化
○「第62回沖縄県社会福祉大会」や広報誌、パンフレット、ホームページ等を通じた広報活動を拡充し、県民に対し社会福祉に

ついての関心・理解を広げ、社会福祉活動への参画を促進します。
（4）資金助成による活動支援の推進
○各種助成事業や「地域福祉活動のモデル事業」を実施し、市町村社協、福祉施設・団体、NPO等に対する活動支援を進めま

す。また、県内外の助成事業の情報提供や活用支援を行い、民間福祉団体の活動基盤の強化を支援します。

企画広報・助成・提言活動の推進5

（1）組織体制・財政基盤の強化
○理事及び評議員に対して法人の経営分析情報等を適切に提供し、理事会・評議員会機能のさらなる運営強化を図ります。ま

た、財務規律や内部統制機能の強化を図り、県民に信頼される組織経営の適正化と透明性を確保します。
○県民ニーズに対応した事業展開や組織経営の安定化に向けて、会員の拡大を図り組織体制を強化するとともに、新たに必要

とされる事業について公的財源の確保を図ります。また、各種職場内・外での研修会の実施や派遣等を行い、事務局職員の
資質向上と業務推進体制の強化を図ります。

○県総合福祉センターが県民の社会福祉活動の拠点施設としての機能を発揮できるよう、利用者及び入居団体のニーズに応
じたセンター管理運営を行います。

組織体制・財政基盤の強化6

▲広報誌「本会が発刊する広報誌」

令和元年度　資金収支予算（概要）

一般会計サービス区分一覧表

（特別会計一覧表）

★印は新規事業、●印は終了事業

会 

計
事 

業
拠 

点

一

般

会

計

一

般

会

計

社
会
福
祉
事
業
区
分

社
会
福
祉
事
業
区
分

公
益
事
業
区
分

収
益
事
業
区
分

①
地
域
福
祉
推
進
拠
点
区
分

②
地
域
自
立
生
活
支
援

　拠
点
区
分

③
人
材
育
成・団
体
活
動
支
援
拠
点
区
分

サービス区分

1　法人運営事業

2　福祉活動指導員設置事業

3　沖縄県ボランティアセンター運営事業

4　民生委員活動推進事業

5　地域福祉推進等研修事業

6　共同募金配分金事業

ア　沖縄県社会福祉大会開催事業

イ　福祉情報おきなわ発行事業

ウ　市町村社協の現況作成時業

エ　市町村社協支援事業

7　災害支援体制強化事業

8　サンクス運動推進事業

9　災害時福祉支援体制整備事業

10　子どもの居場所ネットワーク事業

地域福祉推進拠点区分　合計

1　日常生活自立支援事業

2　地域生活定着支援センター受託事業

3　運営適正化委員会設置運営事業

4　地域自立生活支援等研修事業

地域自立生活支援拠点区分　合計

1　心身障害児者施設協議会活動事業

2　身体障害児者施設協議会活動事業

3　社会福祉法人経営者協議会活動事業

4　児童養護協議会活動事業

5　老人福祉施設協議会活動事業

6　保育協議会活動事業

7　地域包括・在宅介護支援センター協議会活動事業

8　福祉人材センター受託事業

9　社会福祉研修受託事業

10　介護実習・普及センター管理受託事業

11　福利厚生センター受託事業

12　介護支援専門員養成研修事業

13　介護等体験事業

14　人材育成・団体活動支援等研修事業

15　民間社会福祉施設職員福利厚生事業

　　 福祉・介護人材育成促進事業

       社会福祉法人の公益的取組推進事業

16　エルダー・メンター制度導入促進事業

人材育成・団体活動支援拠点区分　合計

★

★

●

●

1　高齢者の生きがいと健康づくり事業

2　組織づくりと指導者育成事業

3　高齢者無料職業紹介所運営事業

4　長寿社会づくり推進等研修事業

長寿社会づくり推進拠点区分　合計

1　総合企画委員会推進事業

2　局内プロジェクト推進事業

3　福祉団体・各種大会等助成事業

4　社会福祉振興基金事業

企画広報・助成等推進拠点区分　合計

社会福祉事業区分　合計

1　介護福祉士修学資金等貸付事業

2　保育士修学資金等貸付事業

公益事業区分　合計

1　賃貸事業

2　書籍等販売事業

収益事業区分　合計

一 般 会 計 合 計

119,593

40,934

12,085

23,712

840

6,469

2,728

1,397

457

1,887

710

3,791

8,912

12,050

229,096

103,827

24,036

9,829

1,400

139,092

2,790

1,958

16,011

2,148

11,343

14,009

2,848

47,848

27,268

12,782

8,305

12,600

1,636

2,541

1,961

0

0

2,716

168,764

55,214

16,694

2,774

300

74,982

200

200

4,120

42,000

46,520

658,454

135,548

551,260

31,110

717,918

29,158

1,350

95,470

125,978

1,502,350

55,098

17,927

2,774

294

76,093

200

200

8,720

46,150

55,270

694,284

113,161

704,250

30,658

848,069

31,526

1,612

94,120

127,258

1,669,611

152,583

41,495

12,591

26,229

725

6,927

3,097

1,418

470

1,942

4,200

3,791

0

0

248,541

100,755

24,036

10,043

1,502

136,336

2,967

1,960

16,052

2,155

17,293

13,123

2,818

48,264

26,659

13,089

8,670

9,949

1,611

3,566

3,151

4,455

1,065

1,197

178,044

△ 32,990

△ 561

△ 506

△ 2,517

115

△ 458

△ 369

△ 21

△ 13

△ 55

△ 3,490

0

8,912

12,050

△ 19,445

3,072

0

△ 214

△ 102

2,756

△ 177

△ 2

△ 41

△ 7

△ 5,950

886

30

△ 416

609

△ 307

△ 365

2,651

25

△ 1,025

△ 1,190

△ 4,455

△ 1,065

1,519

△ 9,280

3,649,294

349,535

91,916

19,113

106,875

106,875

65,787

8,412

3,913,872

483,935

3,804,582

296,879

103,207

11,813

117,084

117,084

69,922

8,076

4,094,795

433,852

△ 155,288

52,656

△ 11,291

7,300

△ 10,209

△ 10,209

△ 4,135

336

△ 180,923

50,083

116

△ 1,233

0

6

△ 1,111

0

0

△ 4,600

△ 4,150

△ 8,750

△ 35,830

22,387

△ 152,990

452

△ 130,151

△ 2,368

△ 262

1,350

△ 1,280

△ 167,261

増 減当年度
予算額

前年度
予算額

会 
計

事 
業

拠 

点

④
長
寿
社
会
づ
く
り

　推
進
拠
点
区
分

⑤
企
画
広
報・助
成
等

　推
進
拠
点
区
分

公
益
事
業

拠
点
区
分

収
益
事
業

拠
点
区
分

サービス区分 増 減当年度
予算額

前年度
予算額

会 

計

特
別
会
計

特 別 会 計

収入予算

支出予算

収入予算

支出予算

収入予算

支出予算

収入予算

支出予算

収入予算

支出予算

増減③
（①-②）

当年度
予算額①

前年度
予算額②

3　沖縄県総合福祉センター
     管理運営受託事業

3　児童養護施設退所者等自立支援
     資金貸付事業

1　生活福祉資金特別会計

2　

3　

4　

　　特 別 会 計 合 計

要保護世帯向け
不動産型生活資金特別会計

生活福祉資金貸付事務費
特別会計

臨時特例つなぎ資金
特別会計

特別会計では、収入予算が支出予算を大きく上回っていますが、その差額
のほとんどが次年度以降の生活困窮者等への貸付金原資となっています。

補足説明
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１ 

2 

3 

4 6 

5 

沖
縄
県
共
同
募
金
会

　
　   

事
業
計
画（
概
要
）

令
和
元
年
度

本
県
の
共
同
募
金
運
動
は
、戦

後
の
米
国
の
統
治
下
に
あ
っ
て
福

祉
制
度
の
整
備
が
立
ち
遅
れ
て
い

た
中
で
、昭
和
２７
年
、本
土
に
５
年

遅
れ
で
始
ま
り
、以
来
、民
間
社

会
福
祉
施
設
の
整
備
や
地
域
福

祉
活
動
の
推
進
に
大
き
な
役
割
を

担
って
き
ま
し
た
。

近
年
で
は
、全
国
的
に
社
会
的

孤
立
や
子
ど
も
の
貧
困
な
ど
の
福

祉
問
題
の
多
様
化
や
大
規
模
災
害

時
の
支
援
活
動
の
広
が
り
の
中
で

共
同
募
金
に
対
す
る
資
金
需
要
が

高
ま
り
つつ
あ
り
ま
す
。

一方
、県
内
に
お
い
て
も
地
域
社

会
の
変
容
や
相
互
扶
助
機
能
の
後

退
と
と
も
に
共
同
募
金
の
確
保
が

年
々
厳
し
さ
を
増
し
て
お
り
、福

祉
団
体
の
活
動
支
援
が
十
分
に
行

え
な
い
状
況
と
な
って
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、令
和
元
年
度
は
募

金
実
績
の
向
上
を
目
指
し
て
各
種

募
金
活
動
の
強
化
を
進
め
る
と
と

も
に
、県
市
町
村
社
会
福
祉
協
議

会
を
は
じ
め
福
祉
団
体
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
等

と
連
携
を
図
り
、よ
り
効
果
的
効

率
的
な
資
金
助
成
に
向
け
て
、次

の
事
業
を
重
点
に
実
施
し
ま
す
。

基
本
方
針

１
　
共
同
募
金
運
動
の
推
進

２
　
市
町
村
共
同
募
金
委
員
会（
支
会・分
会
）の
基
盤
強
化

３
　
広
報
活
動
の
推
進

４
　
共
同
募
金
助
成
事
業
の
実
施

５
　
歳
末
た
す
け
あ
い
運
動
の
実
施

６
　
災
害
た
す
け
あ
い
運
動
の
実
施

共同募金運動の推進 

①赤い羽根共同募金、歳末たすけあい運動のほか、
県域、市町村域におけるテーマ型募金や県内企業
の創業周年記念募金など、多様な手法による募金
運動の推進を図ります。

②「地域から孤立をなくそう」を本県の重点助成
テーマに掲げ、誰もが孤立することなく安心して
生活できる地域づくりを推進します。

市町村共同募金委員会
（支会・分会）の基盤強化

①市町村共同募金委員会（支会・分会）役員・幹部
職員の会議を開催し、共同募金をめぐる情勢・方
針や募金運動推進に向けた取り組みの共通認識
と情報共有を図ります。

②本島３ブロックにおいて市町村共同募金委員会
の連絡会を開催し、募金活動及び配分事業の課題
解決に向けた協議を行います。

③小規模離島の共同募金委員会
（分会）を訪問し、募金運動の
取組と事務処理の円滑化を
推進します。

広報活動の推進

①県民への共同募金運動の周知と機運を盛り上げ
るため、赤い羽根空の第一便伝達式を開催すると
ともに、市町村共同募金委員会（支会・分会）主催
の広報イベント等の積極的な開催を促します。

②マス・メディアのプレスリリースを積極的に行
うとともに、テレビ、ラジオ各局の協力を得て共
同募金運動の動画・音声を放送し、広く啓発を図
ります。

③本会ホームページ、フェイスブック及び機関紙掲
載情報の充実を図り、県民、関係団体への情報発
信を強化します。

④寄付者、募金ボランティア、受配団体、共同募金委
員会（支会・分会）等の交流を図るとともに、多額
寄付者や募金ボランティアの顕彰の機会として
「赤い羽根共同募金感謝の集い」を開催します。

⑤遺贈・相続寄付及び特定・指定寄附に関する広
報活動を進めます。

共同募金助成事業の実施

①次年度の共同募金目標額の設定等のため、民間
福祉施設・団体を対象に資金需要調査を実施し
ます。

②共同募金助成申請事業の緊急性、重要性に基づ
き、公平かつ適正に助成を行うため配分委員会を
随時開催します。

③県内の助成団体との連携を図り、助成を必要とす
る団体が適切、効果的に助成金を活用できるよう
連絡調整と啓発に努めます。

災害たすけあい運動の実施

令和元年度沖縄県共同募金会　収支予算概要

①県内災害発生時に、県社協と協働して被災状況の
情報収集を行い、被災地社協及び被災世帯への支
援を実施します。

②県内外で災害救助法が適用される等の大規模災
害が発生した場合における被災者への義援金募
集と、NPO 等による災害支援活動への助成を行
います。

③社会福祉法第 118 条に基づいて災害等準備金を
積み立て、必要に応じて被災地における支援活動
への助成金として拠出します。

歳末たすけあい運動の実施

①各市町村において、社協及び共同募金委員会（支
会・分会）を中心に、地域歳末たすけあい運動を
推進します。

②県域において歳末たすけあい運動に取り組み、単
独の募金活動が困難な小規模離島の生活困窮世
帯や児童福祉施設の卒園予定児童、障害者団体等
への効果的な配分を図ります。

赤 い 羽 根 募 金

歳 末 募 金

指 定 寄 付 金 等

そ の 他 事 業 収 入

災 害 義 援 金

過年度災害等積立金

前期末支払資金残高

　 合 計 　

200,000

68,000

401

4,715

7,001

15,295

71,062

366,474

200,000

68,000

99,844

21,258

25,001

18,268

73,423

505,794

0

0

▲ 99,443

▲ 16,543

▲ 18,000

▲ 2,973

▲ 2,361

▲ 139,320

収　　入

科　　目 当年度予算額 前年度予算額 増　減

（単位：千円）

赤い羽根配分金（助成）

歳 末 配 分 金（助 成）

指 定 寄 付 金 支 出 等

災 害 義 援 金

事業費・事務費支出等

災 害 等 積 立 金 支 出

予 備 費 支 出

　 合 計 　

147,719

100,000

401

7,006

52,322

15,295

400

323,143

152,101

100,000

98,102

30,356

73,137

17,915

400

472,011

▲ 4,382

0

▲ 97,701

▲ 23,350

▲ 20,815

▲ 2,620

0

▲ 148,868

支　　出

科　　目 当年度予算額 前年度予算額 増　減

（単位：千円）

収入の部

366,474
（単位：千円）

支出の部

323,143
（単位：千円）

赤い羽根配分金（助成）

45.7%
予備費支出

歳末配分金（助成）

30.9%

災害等積立金支出

4.7%

指定寄付金支出等
0.1%

事業費・事務費支出等

16.2%
災害義援金
2.2%

0.1%
赤い羽根募金

54.6%

歳末募金

18.6%

前期末支払資金残高

19.4%

その他
事業収入
1.3%

過年度
災害等積立金
4.2%
災害義援金
1.9%
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１ 

2 

3 

4 6 

5 

沖
縄
県
共
同
募
金
会

　
　   

事
業
計
画（
概
要
）

令
和
元
年
度

本
県
の
共
同
募
金
運
動
は
、戦

後
の
米
国
の
統
治
下
に
あ
っ
て
福

祉
制
度
の
整
備
が
立
ち
遅
れ
て
い

た
中
で
、昭
和
２７
年
、本
土
に
５
年

遅
れ
で
始
ま
り
、以
来
、民
間
社

会
福
祉
施
設
の
整
備
や
地
域
福

祉
活
動
の
推
進
に
大
き
な
役
割
を

担
って
き
ま
し
た
。

近
年
で
は
、全
国
的
に
社
会
的

孤
立
や
子
ど
も
の
貧
困
な
ど
の
福

祉
問
題
の
多
様
化
や
大
規
模
災
害

時
の
支
援
活
動
の
広
が
り
の
中
で

共
同
募
金
に
対
す
る
資
金
需
要
が

高
ま
り
つつ
あ
り
ま
す
。

一方
、県
内
に
お
い
て
も
地
域
社

会
の
変
容
や
相
互
扶
助
機
能
の
後

退
と
と
も
に
共
同
募
金
の
確
保
が

年
々
厳
し
さ
を
増
し
て
お
り
、福

祉
団
体
の
活
動
支
援
が
十
分
に
行

え
な
い
状
況
と
な
って
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、令
和
元
年
度
は
募

金
実
績
の
向
上
を
目
指
し
て
各
種

募
金
活
動
の
強
化
を
進
め
る
と
と

も
に
、県
市
町
村
社
会
福
祉
協
議

会
を
は
じ
め
福
祉
団
体
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
等

と
連
携
を
図
り
、よ
り
効
果
的
効

率
的
な
資
金
助
成
に
向
け
て
、次

の
事
業
を
重
点
に
実
施
し
ま
す
。

基
本
方
針

１
　
共
同
募
金
運
動
の
推
進

２
　
市
町
村
共
同
募
金
委
員
会（
支
会・分
会
）の
基
盤
強
化

３
　
広
報
活
動
の
推
進

４
　
共
同
募
金
助
成
事
業
の
実
施

５
　
歳
末
た
す
け
あ
い
運
動
の
実
施

６
　
災
害
た
す
け
あ
い
運
動
の
実
施

共同募金運動の推進 

①赤い羽根共同募金、歳末たすけあい運動のほか、
県域、市町村域におけるテーマ型募金や県内企業
の創業周年記念募金など、多様な手法による募金
運動の推進を図ります。

②「地域から孤立をなくそう」を本県の重点助成
テーマに掲げ、誰もが孤立することなく安心して
生活できる地域づくりを推進します。

市町村共同募金委員会
（支会・分会）の基盤強化

①市町村共同募金委員会（支会・分会）役員・幹部
職員の会議を開催し、共同募金をめぐる情勢・方
針や募金運動推進に向けた取り組みの共通認識
と情報共有を図ります。

②本島３ブロックにおいて市町村共同募金委員会
の連絡会を開催し、募金活動及び配分事業の課題
解決に向けた協議を行います。

③小規模離島の共同募金委員会
（分会）を訪問し、募金運動の
取組と事務処理の円滑化を
推進します。

広報活動の推進

①県民への共同募金運動の周知と機運を盛り上げ
るため、赤い羽根空の第一便伝達式を開催すると
ともに、市町村共同募金委員会（支会・分会）主催
の広報イベント等の積極的な開催を促します。

②マス・メディアのプレスリリースを積極的に行
うとともに、テレビ、ラジオ各局の協力を得て共
同募金運動の動画・音声を放送し、広く啓発を図
ります。

③本会ホームページ、フェイスブック及び機関紙掲
載情報の充実を図り、県民、関係団体への情報発
信を強化します。

④寄付者、募金ボランティア、受配団体、共同募金委
員会（支会・分会）等の交流を図るとともに、多額
寄付者や募金ボランティアの顕彰の機会として
「赤い羽根共同募金感謝の集い」を開催します。

⑤遺贈・相続寄付及び特定・指定寄附に関する広
報活動を進めます。

共同募金助成事業の実施

①次年度の共同募金目標額の設定等のため、民間
福祉施設・団体を対象に資金需要調査を実施し
ます。

②共同募金助成申請事業の緊急性、重要性に基づ
き、公平かつ適正に助成を行うため配分委員会を
随時開催します。

③県内の助成団体との連携を図り、助成を必要とす
る団体が適切、効果的に助成金を活用できるよう
連絡調整と啓発に努めます。

災害たすけあい運動の実施

令和元年度沖縄県共同募金会　収支予算概要

①県内災害発生時に、県社協と協働して被災状況の
情報収集を行い、被災地社協及び被災世帯への支
援を実施します。

②県内外で災害救助法が適用される等の大規模災
害が発生した場合における被災者への義援金募
集と、NPO 等による災害支援活動への助成を行
います。

③社会福祉法第 118 条に基づいて災害等準備金を
積み立て、必要に応じて被災地における支援活動
への助成金として拠出します。

歳末たすけあい運動の実施

①各市町村において、社協及び共同募金委員会（支
会・分会）を中心に、地域歳末たすけあい運動を
推進します。

②県域において歳末たすけあい運動に取り組み、単
独の募金活動が困難な小規模離島の生活困窮世
帯や児童福祉施設の卒園予定児童、障害者団体等
への効果的な配分を図ります。

赤 い 羽 根 募 金

歳 末 募 金

指 定 寄 付 金 等

そ の 他 事 業 収 入

災 害 義 援 金

過年度災害等積立金

前期末支払資金残高

　 合 計 　

200,000

68,000

401

4,715

7,001

15,295

71,062

366,474

200,000

68,000

99,844

21,258

25,001

18,268

73,423

505,794

0

0

▲ 99,443

▲ 16,543

▲ 18,000

▲ 2,973

▲ 2,361

▲ 139,320

収　　入

科　　目 当年度予算額 前年度予算額 増　減

（単位：千円）

赤い羽根配分金（助成）

歳 末 配 分 金（助 成）

指 定 寄 付 金 支 出 等

災 害 義 援 金

事業費・事務費支出等

災 害 等 積 立 金 支 出

予 備 費 支 出

　 合 計 　

147,719

100,000

401

7,006

52,322

15,295

400

323,143

152,101

100,000

98,102

30,356

73,137

17,915

400

472,011

▲ 4,382

0

▲ 97,701

▲ 23,350

▲ 20,815

▲ 2,620

0

▲ 148,868

支　　出

科　　目 当年度予算額 前年度予算額 増　減

（単位：千円）

収入の部

366,474
（単位：千円）

支出の部

323,143
（単位：千円）

赤い羽根配分金（助成）

45.7%
予備費支出

歳末配分金（助成）

30.9%

災害等積立金支出

4.7%

指定寄付金支出等
0.1%

事業費・事務費支出等

16.2%
災害義援金
2.2%

0.1%
赤い羽根募金

54.6%

歳末募金

18.6%

前期末支払資金残高

19.4%

その他
事業収入
1.3%

過年度
災害等積立金
4.2%
災害義援金
1.9%
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福
祉
・
介
護
分
野
で
活
躍
す
る
み
な
さ
ん
！

キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
、描
い
て
み
ま
せ
ん
か
！

「
Ｅ
Ｎ
Ｇ
Ａ
Ｗ
Ａ
　
ｉｓ
ｌａｎ
ｄｓ
」

詳しい内容やお問合せ先

沖縄県社会福祉協議会
福祉人材研修センター

TEL：098-882-5703
FAX：098-887-1071

まで、お気軽にどうぞ♪

2019年は全5階層の内・・・
初任職員キャリアアップ研修会

中堅職員キャリアアップ研修会

チームリーダーキャリアアップ研修会

管理職者キャリアアップ研修会

上級管理者キャリアアップ研修会

8/21～22

12/3～4

を開催します！

島
の
福
祉
パ
ワ
ー
炸
裂
！ 

離
島
の
福
祉
を
P
R

！！

沖 縄 県
か り ゆ し  
長寿大学校

沖
縄
県
介
護
実
習
・
普
及
セ
ン
タ
ー
っ
て
、
こ
ん
な
と
こ
ろ

定
期
講
座
の
ご
案
内

出
張
講
座
の
ご
案
内

第
9
回 

福
祉
機
器
展

2
0
1
9

7
／
5（
金
）･
6（
土
）の

2
日
間
の
開
催
予
定
で
す

沖
縄
県
社
協
・
福
祉
人
材
研

修
セ
ン
タ
ー
で
は
、
全
国
社
会
福

祉
協
議
会
・
中
央
福
祉
学
院
が

開
発
し
た
「
福
祉
職
員
キ
ャ
リ
ア

パ
ス
対
応
生
涯
研
修
課
程
」（
以

下
：
本
研
修
課
程
）
の
全
5
階

層
の
内
「
初
任
職
員
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ

プ
研
修
会
」、「
チ
ー
ム
リ
ー
ダ
ー

キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
研
修
会
」
を
開

催
し
ま
す
。

県
社
協
・
福
祉
人
材
研
修
セ

ン
タ
ー
で
は
、
離
島
過
疎
地
域
へ

の
福
祉
人
材
の
移
住
促
進
事
業

の
一
環
と
し
て
、
３
月
９
日
に
島

の
福
祉
Ｐ
Ｒ
イ
ベ
ン
ト
「
Ｅ
Ｎ
Ｇ

Ａ
Ｗ
Ａ
　
ｉｓ
ｌａｎ
ｄｓ
」
を
東

京
都
代
田
橋
で
開
催
し
ま
し
た
。

参
加
し
た
伊
平
屋
島
・
石
垣
島
・

西
表
島
の
３
島
の
関
係
者
は
、
約

半
年
以
上
掛
け
て
島
内
で
の
チ
ー

ム
作
り
や
島
の
Ｐ
Ｒ
に
向
け
て
の

準
備
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
イ
ベ

ン
ト
で
は
、
島
の
福
祉
の
魅
力
を

約
６０
名
の
参
加
者
に
ア
ピ
ー
ル

し
、
多
く
の
出
会
い
と
手
応
え
を

持
ち
帰
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

イ
ベ
ン
ト
の
第
１
部
で
は
レ
ス
ト

ラ
ン
を
会
場
に
各
島
の
食
を
楽
し

み
な
が
ら
、
３
島
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し
た
。
第
２
部

で
は
「
沖
縄
タ
ウ
ン
」
と
い
う
商

店
街
に
移
動
し
、
１
島
１
店
舗
、

２０
名
規
模
の
よ
り
近
い
距
離
で
島

と
参
加
者
の
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
深
め
ま
し
た
。
参
加
者
か
ら
は

島
の
暮
ら
し
や
文
化
、
実
際
の
福

祉
現
場
の
状
況
な
ど
に
対
す
る

沖
縄
県
か
り
ゆ
し
長
寿
大
学

校
29
期
生
の
入
学
式
が
、
4
月

11
日
、
県
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
に

て
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

今
期
の
入
学
生
数
は
、
地
域

文
化
学
科
64
名
、
健
康
福
祉
学

科
64
名
、
生
活
環
境
学
科
64
名

の
合
計
1
9
2
名
（
男
性
63
名
、

女
性
1
2
9
名
）。

入
学
生
の
皆
さ
ん
は
、
緊
張
し

た
表
情
の
中
に
も
大
学
校
で
学
ぶ

意
欲
が
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

式
典
で
は
、
湧
川
昌
秀
学
長
が

「
本
校
に
お
い
て
新
た
な
知
識
を

習
得
し
卒
業
後
は
活
力
あ
る
長
寿

社
会
づ
く
り
の
推
進
役
と
な
る
よ

う
、
大
い
に
研
鑽
を
積
ん
で
い
た

だ
き
た
い
」
と
挨
拶
し
ま
し
た
。

入
学
生
誓
い
の
言
葉
で
は
、
入

学
生
を
代
表
し
て
火
曜
日
コ
ー
ス

地
域
文
化
学
科
の
金
城
栄
康
さ
ん

と
伊
禮
ス
エ
さ
ん
が
「
学
業
に
励

み
自
己
啓
発
に
努
め
ま
す
」
と
述

べ
ま
し
た
。

新
入
学
生
は
こ
れ
か
ら
約
1
年

間
大
学
校
で
、一般
教
養
課
程
や

専
門
課
程
の
講
義
に
加
え
、
大
運

動
会
や
学
習
発
表
会
の
他
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
等
を
通
し
て
、
地

域
の
担
い
手
と
し
て
の
資
質
を
高

め
て
い
き
ま
す
。

不
安
や
期
待
の
気
持
ち
を
聞
く
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

今
年
度
か
ら
離
島
移
住
を
考

え
て
い
る
人
が
、
実
際
に
離
島
に

数
日
間
滞
在
す
る
、「
モ
ニ
タ
ー

ツ
ア
ー
」
を
実
施
し
ま
す
。
都
心

部
に
住
む
福
祉
従
事
者
や
福
祉
に

関
心
の
あ
る
方
々
が
離
島
の
暮
ら

し
に
触
れ
、
現
場
で
共
に
働
き
、

島
の
方
々
と
話
す
こ
と
で
、
島
の

福
祉
を一緒
に
考
え
て
い
き
ま
す
。

県
社
協
・
福
祉
人
材
研
修
セ
ン

タ
ー
で
は
、
離
島
過
疎
地
域
の
社

会
福
祉
法
人
や
社
協
等
の
人
材
確

保
の
相
談
を
随
時
受
け
付
け
て
い

ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
多
く
の
法
人

や
地
域
と
の
連
携
で
、
島
の
福
祉

の
魅
力
を
発
信
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

※上級管理職員キャリアアップ研修
会は、全国社会福祉協議会・中央
福祉学院主催により開催されます。 本

研
修
課
程
は
、
自
己
学
習

（
事
前
学
習
及
び
上
司
コ
メ
ン
ト

を
含
む
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
シ
ー
ト
の
作

成
）
及
び
研
修
会
の
受
講
に
よ
り

「
学
び
」
や
「
気
づ
き
」
を
得
る

と
と
も
に
、
受
講
後
の
キ
ャ
リ
ア

デ
ザ
イ
ン
シ
ー
ト
の
作
成
・
実
践

に
よ
っ
て
「
描
き
」「
変
わ
る
」
こ

と
を
支
援
す
る
参
加
型
研
修
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
と
な
り
ま
す
。

人
材
育
成
の
推
進
に
活
か
す
機

会
と
し
て
、
ぜ
ひ
本
研
修
課
程
の

研
修
会
を
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

▲若手移住職員によるプレゼン▲入学生代表の金城さん（左）と伊禮さん（右）

▲期待で胸いっぱいの新入学生

▲学生から家族連れ、単身での移住希望など幅広い方々から関心を集めました。
　三線やカチャーシー、島の食材でコミュニケーションを円滑に進めました。

192
名
の
ア
ク
テ
ィ
ブ
シ
ニ
ア
が
入
学

※
沖
縄
県
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
開
催

☆
は
じ
め
て
の
介
護
講
座（
前
期・後
期
）

対
象
：一般
県
民
向
け（
各
日
程
16
名
程
度
）

※
3
回
全
て
受
講
で
き
る
方
が
対
象

【
前
　
期
】

4
／
24
〜
5
／
15（
水
）

※
こ
ち
ら
の
募
集
は
締
め
切
っ
て
い
ま
す
。

【
後
　
期
】

11
／
20（
水
）ら
く
ら
く
立
ち
上
が
り
編

11
／
27（
水
）ら
く
ら
く
起
き
上
が
り
編

12
／
4（
水
）正
し
く
使
お
う
！
車
い
す
編

時
間
：
13
時
〜
16
時
半

料
金
：
前
期
3
回
分 

6
0
0
円

料
金
：
後
期
3
回
分 

6
0
0
円

左
記
か
ら
1
つ
選
ん
で
い
た
だ
き
ま
す
。

☆
ら
く
ら
く
介
護
講
座

対
象
：
一
般
県
民
向
け

※
10
名
以
上
か
ら
の
受
付

A
高
齢
者
疑
似
体
験「
う
ら
し
ま
太
郎
」

B
ら
く
ら
く
立
ち
上
が
り

C
正
し
く
使
お
う
！
車
い
す

D
正
し
い
姿
勢
で
楽
し
い
食
事
と
介
助
の
方
法

☆
出
張
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
講
座

対
象
：
介
護
従
事
者
向
け

※
15
名
以
上
か
ら
の
受
付

A
高
齢
者
疑
似
体
験「
う
ら
し
ま
太
郎
」

B
持
ち
上
げ
な
い
介
護
技
術

C
車
い
す
の
選
定
と
フ
ィ
ッ
テ
ィ
ン
グ
の
方
法

※
C
は
本
島
の
み
対
応

詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
で

福
祉
用
具
展
示
場
で
は
新
た
に
27
点

の
福
祉
用
具・災
害
用
具
が
仲
間
入
り
し

ま
し
た
。ぜ
ひ一度
足
を
お
運
び
下
さ
い
。

国
内
約
50
以
上
の
メ
ー
カ
ー
に
よ
る

多
彩
な
機
器
及
び
新
商
品
等
数
多
く
の

出
展
を
予
定
し
て
お
り
、「
見
て
」「
触
れ

て
」「
体
験
が
で
き
る
」福
祉
機
器
展
で
す
。

ま
た
、「
笑
顔
を
引
き
出
す
メ
イ
ク
の

魔
法
〜
心
喜
ぶ
デ
ィ
ス
カ
バ
ー
メ
イ
ク

〜
」他
3
つ
の
研
修
会
も
同
時
開
催
い

た
し
ま
す
の
で
、お
気
軽
に
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

☆
テ
ー
マ
別
ミ
ニ
講
座

対
象
：一般
県
民
向
け（
各
16
〜
20
名
程
度
）

5
／
22（
水
）ど
う
や
っ
て
利
用
す
る
の
？

介
護
保
険
制
度

5
／
29（
水
）さ
わ
や
か
排
泄
と
介
助
法

6
／
5（
水
）す
っ
き
り
入
浴
と
介
助
法

6
／
12（
水
）正
し
い
姿
勢
と
食
事
介
助
法

12
／
11（
水
）安
心・安
全
な
暮
ら
し
と
必

要
な
住
宅
改
修

12
／
18（
水
）知
っ
て
得
す
る
！
も
れ
な
い

た
め
の
オ
ム
ツ
の
選
び
方
と

使
い
方

12
／
25（
水
）食
事
を
楽
し
む
福
祉
用
具

の
活
用

時
間
：
13
時
半
〜
16
時
半

料
金
：
各
講
座
1
回
に
つ
き
2
0
0
円

高
齢
者
や
障
が
い
の
あ
る
方
が
、住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
自
立
し
た
在
宅
生
活
を
送
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
支
援
す
る
機
関
で
す
。

各
種
講
座
及
び
研
修
会
の
開
催
な
ど
介
護
力
の
サ
ポ
ー
ト
や
普
及
活
動
に
努
め
て
い
ま
す
。

☆
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
講
座

対
象
：
介
護
従
事
者
向
け

事
業
所
よ
り
1
名（
先
着
16
名
程
度
）

※
た
だ
し
7
回
す
べ
て
受
講
で
き
る
方

が
対
象
と
な
り
ま
す
。（
要
相
談
可
）

8
／
7（
水
）

午
前 

高
齢
者
疑
似
体
験「
う
ら
し
ま
太
郎
」

午
後 

認
知
症
に
つ
い
て
の
知
識
と
対
応

8
／
14（
水
）

午
前 

立
ち
上
が
り
の
自
立
と
介
助

午
後 

起
居
の
自
立
と
介
助
法

8
／
21（
水
）

午
前 

正
し
い
食
事
の
知
識
と
介
助
法

午
後 

す
っ
き
り
排
泄
介
助
法

8
／
28（
水
）

午
前 

車
い
す
の
選
定
と
フ
ィ
ッ
テ
ィ
ン
グ
編

時
間
：
午
前
9
時
半
〜
12
時
半

時
間
：
午
後
13
時
半
〜
16
時
半

料
金
：
全
7
回
分 

7
0
0
0
円

イ
ベ
ン
ト
の
ご
案
内

※
詳
し
い
内
容
は
コ
チ
ラ

沖
縄
県
介
護
実
習・

　
　 普
及
セ
ン
タ
ー

T
E
L
：
0
9
8
–
8
8
2
–
1
4
8
4

F
A
X
：
0
9
8
–
8
8
2
–
1
4
8
6
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福
祉
・
介
護
分
野
で
活
躍
す
る
み
な
さ
ん
！

キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
、描
い
て
み
ま
せ
ん
か
！

「
Ｅ
Ｎ
Ｇ
Ａ
Ｗ
Ａ
　
ｉｓ
ｌａｎ
ｄｓ
」

詳しい内容やお問合せ先

沖縄県社会福祉協議会
福祉人材研修センター

TEL：098-882-5703
FAX：098-887-1071

まで、お気軽にどうぞ♪

2019年は全5階層の内・・・
初任職員キャリアアップ研修会

中堅職員キャリアアップ研修会

チームリーダーキャリアアップ研修会

管理職者キャリアアップ研修会

上級管理者キャリアアップ研修会

8/21～22

12/3～4

を開催します！

島
の
福
祉
パ
ワ
ー
炸
裂
！ 

離
島
の
福
祉
を
P
R

！！

沖 縄 県
か り ゆ し  
長寿大学校

沖
縄
県
介
護
実
習
・
普
及
セ
ン
タ
ー
っ
て
、
こ
ん
な
と
こ
ろ

定
期
講
座
の
ご
案
内

出
張
講
座
の
ご
案
内

第
9
回 

福
祉
機
器
展

2
0
1
9

7
／
5（
金
）･
6（
土
）の

2
日
間
の
開
催
予
定
で
す

沖
縄
県
社
協
・
福
祉
人
材
研

修
セ
ン
タ
ー
で
は
、
全
国
社
会
福

祉
協
議
会
・
中
央
福
祉
学
院
が

開
発
し
た
「
福
祉
職
員
キ
ャ
リ
ア

パ
ス
対
応
生
涯
研
修
課
程
」（
以

下
：
本
研
修
課
程
）
の
全
5
階

層
の
内
「
初
任
職
員
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ

プ
研
修
会
」、「
チ
ー
ム
リ
ー
ダ
ー

キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
研
修
会
」
を
開

催
し
ま
す
。

県
社
協
・
福
祉
人
材
研
修
セ

ン
タ
ー
で
は
、
離
島
過
疎
地
域
へ

の
福
祉
人
材
の
移
住
促
進
事
業

の
一
環
と
し
て
、
３
月
９
日
に
島

の
福
祉
Ｐ
Ｒ
イ
ベ
ン
ト
「
Ｅ
Ｎ
Ｇ

Ａ
Ｗ
Ａ
　
ｉｓ
ｌａｎ
ｄｓ
」
を
東

京
都
代
田
橋
で
開
催
し
ま
し
た
。

参
加
し
た
伊
平
屋
島
・
石
垣
島
・

西
表
島
の
３
島
の
関
係
者
は
、
約

半
年
以
上
掛
け
て
島
内
で
の
チ
ー

ム
作
り
や
島
の
Ｐ
Ｒ
に
向
け
て
の

準
備
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
イ
ベ

ン
ト
で
は
、
島
の
福
祉
の
魅
力
を

約
６０
名
の
参
加
者
に
ア
ピ
ー
ル

し
、
多
く
の
出
会
い
と
手
応
え
を

持
ち
帰
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

イ
ベ
ン
ト
の
第
１
部
で
は
レ
ス
ト

ラ
ン
を
会
場
に
各
島
の
食
を
楽
し

み
な
が
ら
、
３
島
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し
た
。
第
２
部

で
は
「
沖
縄
タ
ウ
ン
」
と
い
う
商

店
街
に
移
動
し
、
１
島
１
店
舗
、

２０
名
規
模
の
よ
り
近
い
距
離
で
島

と
参
加
者
の
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
深
め
ま
し
た
。
参
加
者
か
ら
は

島
の
暮
ら
し
や
文
化
、
実
際
の
福

祉
現
場
の
状
況
な
ど
に
対
す
る

沖
縄
県
か
り
ゆ
し
長
寿
大
学

校
29
期
生
の
入
学
式
が
、
4
月

11
日
、
県
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
に

て
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

今
期
の
入
学
生
数
は
、
地
域

文
化
学
科
64
名
、
健
康
福
祉
学

科
64
名
、
生
活
環
境
学
科
64
名

の
合
計
1
9
2
名
（
男
性
63
名
、

女
性
1
2
9
名
）。

入
学
生
の
皆
さ
ん
は
、
緊
張
し

た
表
情
の
中
に
も
大
学
校
で
学
ぶ

意
欲
が
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

式
典
で
は
、
湧
川
昌
秀
学
長
が

「
本
校
に
お
い
て
新
た
な
知
識
を

習
得
し
卒
業
後
は
活
力
あ
る
長
寿

社
会
づ
く
り
の
推
進
役
と
な
る
よ

う
、
大
い
に
研
鑽
を
積
ん
で
い
た

だ
き
た
い
」
と
挨
拶
し
ま
し
た
。

入
学
生
誓
い
の
言
葉
で
は
、
入

学
生
を
代
表
し
て
火
曜
日
コ
ー
ス

地
域
文
化
学
科
の
金
城
栄
康
さ
ん

と
伊
禮
ス
エ
さ
ん
が
「
学
業
に
励

み
自
己
啓
発
に
努
め
ま
す
」
と
述

べ
ま
し
た
。

新
入
学
生
は
こ
れ
か
ら
約
1
年

間
大
学
校
で
、一般
教
養
課
程
や

専
門
課
程
の
講
義
に
加
え
、
大
運

動
会
や
学
習
発
表
会
の
他
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
等
を
通
し
て
、
地

域
の
担
い
手
と
し
て
の
資
質
を
高

め
て
い
き
ま
す
。

不
安
や
期
待
の
気
持
ち
を
聞
く
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

今
年
度
か
ら
離
島
移
住
を
考

え
て
い
る
人
が
、
実
際
に
離
島
に

数
日
間
滞
在
す
る
、「
モ
ニ
タ
ー

ツ
ア
ー
」
を
実
施
し
ま
す
。
都
心

部
に
住
む
福
祉
従
事
者
や
福
祉
に

関
心
の
あ
る
方
々
が
離
島
の
暮
ら

し
に
触
れ
、
現
場
で
共
に
働
き
、

島
の
方
々
と
話
す
こ
と
で
、
島
の

福
祉
を一緒
に
考
え
て
い
き
ま
す
。

県
社
協
・
福
祉
人
材
研
修
セ
ン

タ
ー
で
は
、
離
島
過
疎
地
域
の
社

会
福
祉
法
人
や
社
協
等
の
人
材
確

保
の
相
談
を
随
時
受
け
付
け
て
い

ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
多
く
の
法
人

や
地
域
と
の
連
携
で
、
島
の
福
祉

の
魅
力
を
発
信
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

※上級管理職員キャリアアップ研修
会は、全国社会福祉協議会・中央
福祉学院主催により開催されます。 本

研
修
課
程
は
、
自
己
学
習

（
事
前
学
習
及
び
上
司
コ
メ
ン
ト

を
含
む
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
シ
ー
ト
の
作

成
）
及
び
研
修
会
の
受
講
に
よ
り

「
学
び
」
や
「
気
づ
き
」
を
得
る

と
と
も
に
、
受
講
後
の
キ
ャ
リ
ア

デ
ザ
イ
ン
シ
ー
ト
の
作
成
・
実
践

に
よ
っ
て
「
描
き
」「
変
わ
る
」
こ

と
を
支
援
す
る
参
加
型
研
修
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
と
な
り
ま
す
。

人
材
育
成
の
推
進
に
活
か
す
機

会
と
し
て
、
ぜ
ひ
本
研
修
課
程
の

研
修
会
を
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

▲若手移住職員によるプレゼン▲入学生代表の金城さん（左）と伊禮さん（右）

▲期待で胸いっぱいの新入学生

▲学生から家族連れ、単身での移住希望など幅広い方々から関心を集めました。
　三線やカチャーシー、島の食材でコミュニケーションを円滑に進めました。

192
名
の
ア
ク
テ
ィ
ブ
シ
ニ
ア
が
入
学

※
沖
縄
県
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
開
催

☆
は
じ
め
て
の
介
護
講
座（
前
期・後
期
）

対
象
：一般
県
民
向
け（
各
日
程
16
名
程
度
）

※
3
回
全
て
受
講
で
き
る
方
が
対
象

【
前
　
期
】

4
／
24
〜
5
／
15（
水
）

※
こ
ち
ら
の
募
集
は
締
め
切
っ
て
い
ま
す
。

【
後
　
期
】

11
／
20（
水
）ら
く
ら
く
立
ち
上
が
り
編

11
／
27（
水
）ら
く
ら
く
起
き
上
が
り
編

12
／
4（
水
）正
し
く
使
お
う
！
車
い
す
編

時
間
：
13
時
〜
16
時
半

料
金
：
前
期
3
回
分 

6
0
0
円

料
金
：
後
期
3
回
分 

6
0
0
円

左
記
か
ら
1
つ
選
ん
で
い
た
だ
き
ま
す
。

☆
ら
く
ら
く
介
護
講
座

対
象
：
一
般
県
民
向
け

※
10
名
以
上
か
ら
の
受
付

A
高
齢
者
疑
似
体
験「
う
ら
し
ま
太
郎
」

B
ら
く
ら
く
立
ち
上
が
り

C
正
し
く
使
お
う
！
車
い
す

D
正
し
い
姿
勢
で
楽
し
い
食
事
と
介
助
の
方
法

☆
出
張
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
講
座

対
象
：
介
護
従
事
者
向
け

※
15
名
以
上
か
ら
の
受
付

A
高
齢
者
疑
似
体
験「
う
ら
し
ま
太
郎
」

B
持
ち
上
げ
な
い
介
護
技
術

C
車
い
す
の
選
定
と
フ
ィ
ッ
テ
ィ
ン
グ
の
方
法

※
C
は
本
島
の
み
対
応

詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
で

福
祉
用
具
展
示
場
で
は
新
た
に
27
点

の
福
祉
用
具・災
害
用
具
が
仲
間
入
り
し

ま
し
た
。ぜ
ひ一度
足
を
お
運
び
下
さ
い
。

国
内
約
50
以
上
の
メ
ー
カ
ー
に
よ
る

多
彩
な
機
器
及
び
新
商
品
等
数
多
く
の

出
展
を
予
定
し
て
お
り
、「
見
て
」「
触
れ

て
」「
体
験
が
で
き
る
」福
祉
機
器
展
で
す
。

ま
た
、「
笑
顔
を
引
き
出
す
メ
イ
ク
の

魔
法
〜
心
喜
ぶ
デ
ィ
ス
カ
バ
ー
メ
イ
ク

〜
」他
3
つ
の
研
修
会
も
同
時
開
催
い

た
し
ま
す
の
で
、お
気
軽
に
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

☆
テ
ー
マ
別
ミ
ニ
講
座

対
象
：一般
県
民
向
け（
各
16
〜
20
名
程
度
）

5
／
22（
水
）ど
う
や
っ
て
利
用
す
る
の
？

介
護
保
険
制
度

5
／
29（
水
）さ
わ
や
か
排
泄
と
介
助
法

6
／
5（
水
）す
っ
き
り
入
浴
と
介
助
法

6
／
12（
水
）正
し
い
姿
勢
と
食
事
介
助
法

12
／
11（
水
）安
心・安
全
な
暮
ら
し
と
必

要
な
住
宅
改
修

12
／
18（
水
）知
っ
て
得
す
る
！
も
れ
な
い

た
め
の
オ
ム
ツ
の
選
び
方
と

使
い
方

12
／
25（
水
）食
事
を
楽
し
む
福
祉
用
具

の
活
用

時
間
：
13
時
半
〜
16
時
半

料
金
：
各
講
座
1
回
に
つ
き
2
0
0
円

高
齢
者
や
障
が
い
の
あ
る
方
が
、住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
自
立
し
た
在
宅
生
活
を
送
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
支
援
す
る
機
関
で
す
。

各
種
講
座
及
び
研
修
会
の
開
催
な
ど
介
護
力
の
サ
ポ
ー
ト
や
普
及
活
動
に
努
め
て
い
ま
す
。

☆
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
講
座

対
象
：
介
護
従
事
者
向
け

事
業
所
よ
り
1
名（
先
着
16
名
程
度
）

※
た
だ
し
7
回
す
べ
て
受
講
で
き
る
方

が
対
象
と
な
り
ま
す
。（
要
相
談
可
）

8
／
7（
水
）

午
前 

高
齢
者
疑
似
体
験「
う
ら
し
ま
太
郎
」

午
後 

認
知
症
に
つ
い
て
の
知
識
と
対
応

8
／
14（
水
）

午
前 

立
ち
上
が
り
の
自
立
と
介
助

午
後 

起
居
の
自
立
と
介
助
法

8
／
21（
水
）

午
前 

正
し
い
食
事
の
知
識
と
介
助
法

午
後 

す
っ
き
り
排
泄
介
助
法

8
／
28（
水
）

午
前 

車
い
す
の
選
定
と
フ
ィ
ッ
テ
ィ
ン
グ
編

時
間
：
午
前
9
時
半
〜
12
時
半

時
間
：
午
後
13
時
半
〜
16
時
半

料
金
：
全
7
回
分 

7
0
0
0
円

イ
ベ
ン
ト
の
ご
案
内

※
詳
し
い
内
容
は
コ
チ
ラ

沖
縄
県
介
護
実
習・

　
　 普
及
セ
ン
タ
ー

T
E
L
：
0
9
8
–
8
8
2
–
1
4
8
4

F
A
X
：
0
9
8
–
8
8
2
–
1
4
8
6
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平
成
31
年
3
月
、「
地
域
の
人
々

が
明
る
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
築
き

支
え
合
う
社
会
」
を
目
指
す

T
H
A
N
K
S（
サ
ン
ク
ス
）運
動

県
民
福
祉
講
演
会
（
主
催
：

T
H
A
N
K
S（
サ
ン
ク
ス
）運
動

推
進
会
議
、沖
縄
県
社
会
福
祉
協

議
会
、
後
援
：
沖
縄
県
）が
開
催

さ
れ
、一般
県
民
や
民
生
委
員
児
童

委
員
、
福
祉
関
係
団
体
及
び
行
政

関
係
者
等
、
約
1
6
0
名
の
参
加

が
あ
り
ま
し
た
。

初
め
に
、
西
原
町
社
会
福
祉
協

議
会
の
玉
城
十
七
美
地
域
福
祉

係
長
と
西
原
町
呉
屋
自
治
会
の

呉
屋
弘
子
自
治
会
長
か
ら
、「
社

会
的
孤
立
対
策
モ
デ
ル
事
業
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
」と
題
し
て
活
動

紹
介
が
あ
り
ま
し
た
。

同
町
社
協
で
は
、
中
学
校
区
圏

域
ご
と
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ソ
ー
シ
ャ

ル
ワ
ー
カ
ー
を
2
名
配
置
す
る
と

と
も
に
、
町
内
5
地
区
に
地
区

ワ
ー
カ
ー
を
そ
れ
ぞ
れ
1
名
配
置

し
、
町
社
協
が
運
営
す
る
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
と
も
連
携
を
図

る
な
ど
を
し
て
、
地
域
課
題
を
町

社
協
全
体
で
把
握
・
対
応
す
る
体

制
を
と
っ
て
い
ま
す
。事
例
発
表
で

は
、
自
治
会
長
や
民
生
委
員
で
行
っ

て
い
る「
地
域
相
談
窓
口
」や
、
見
守

り
協
定
締
結
企
業
等
と
連
携
し
た

見
守
り
活
動
な
ど
重
層
的
な
支
援

の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

西
原
町
呉
屋
自
治
会
の
呉
屋

弘
子
自
治
会
長
か
ら
は
「
さ
わ
ふ

じ
女
性
会
」
に
お
い
て
毎
週
1
回

行
わ
れ
て
い
る
が
ん
じ
ゅ
う
体
操

を
通
し
た
高
齢
者
女
性
の
引
き
こ

も
り
対
策
に
関
す
る
実
践
活
動
の

報
告
が
あ
り
ま
し
た
。ま
た
、地
域

の
課
題
を
話
し
合
う
「
支
え
合
い

委
員
会
」
に
お
け
る
高
齢
者
・
障

害
者
の
世
帯
を
地
図
上
で
色
付
け

を
す
る
福
祉
マ
ッ
プ
の
作
成
活
動

等
の
紹
介
が
あ
り
、「
地
域
住
民
が

孤
立
し
な
い
・
さ
せ
な
い
地
域
づ

く
り
」に
取
り
組
ん
で
い
る
と
の
報

告
も
あ
り
ま
し
た
。

次
に
、
若
狭
公
民
館
の
宮
城
潤

館
長
よ
り「
す
べて
の
人
に
開
か
れ

た
地
域
社
会
へ
」
と
題
し
て
講
話

が
あ
り
ま
し
た
。

関
係
団
体
と
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョン

を
行
い
実
施
さ
れ
た
在
住
外
国
人

と
の
交
流
会
「
ハッ
ピ
ー
ネ
パ
ー
ル

め
ん
そ
ー
れ
沖
縄
！
」や
、
子
ど
も

や
保
護
者
向
け
の
取
り
組
み
で
あ

る「
防
災
紙
芝
居
」な
ど
、
様
々
な

取
り
組
み
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

宮
城
館
長
は
「
地
域
の
中
に
コ

ミ
ュニ
テ
ィ
を
た
く
さ
ん
作
り
、
そ

れ
ら
が
緩
や
か
に
繋
が
って
い
く
こ

と
で
全
体
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
が

構
築
さ
れ
る
。ま
た
、
課
題
に
対
し

て
ユ
ニ
ー
ク
な
取
り
組
み
と
な
る

よ
う
心
掛
け
て
い
る
」
と
説
明
さ

れ
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
活
動
を
行
っ
て
い

く
中
で
、
同
公
民
館
は
文
部
科
学

省
の
第
70
回
優
良
公
民
館
表
彰

で
最
優
秀
館
に
選
ば
れ
て
い
ま
す
。

会
場
か
ら
は
「
地
域
住
民
主
体

の
課
題
解
決
に
向
け
て
参
考
に

な
っ
た
」「
楽
し
み
な
が
ら
の
居
場

所
づ
く
り
が
必
要
だ
と
感
じ
た
」

等
の
声
が
あ
り
ま
し
た
。

沖
縄
県
運
営
適
正
化
委
員
会

（
以
下
、
委
員
会
）は
、
社
会
福
祉

法
に
基
づ
き
、福
祉
サ
ー
ビ
ス
利

用
者
の
利
益
の
保
護
と
権
利
を

擁
護
す
る
た
め
に
、平
成
12
年
か

ら
沖
縄
県
社
会
福
祉
協
議
会
内

に
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

委
員
会
で
は
、福
祉
サ
ー
ビ
ス

を
適
切
に
利
用
で
き
る
よ
う
に
、

苦
情
解
決
の
お
手
伝
い
を
し
て

い
ま
す
。福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
苦
情

解
決
は
、
利
用
者
の
方
々
が
、
安

心
し
て
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
で
き

る
制
度
で
す
。児
童
、障
害
者
、高

齢
者
等
の
福
祉
施
設
や
事
業
所
、

ま
た
は
在
宅
で
の
福
祉
サ
ー
ビ

ス
に
関
し
て
お
困
り
ご
と
は
ご

ざ
い
ま
せ
ん
か
。

利
用
さ
れ
て
い
る
福
祉
サ
ー

ビ
ス
へ
の
苦
情
に
つ
い
て
福
祉

サ
ー
ビ
ス
提
供
事
業
所
と
の
話

し
合
い
が
困
難
な
場
合
は
、
委

員
会
（
☎
0
9
8
―
8
8
2
―

5
7
0
4
）
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

▲西原町社協・玉城十七美係長

▲西原町呉屋自治会・
　呉屋弘子自治会長

▲若狭公民館・宮城館長

▲会場の様子

T
H
A
N
K
S（
サ
ン
ク
ス
）運
動

 

 

 
県
民
福
祉
講
演
会
を
開
催

地
域
の
課
題
に
目
を
向
け
る
社
会
福
祉
法
人

求
め
ら
れ
る
課
題
の
共
有
の
場
と
解
決
に
向
け
た
協
働
の
仕
組
み
づ
く
り

〜
社
会
福
祉
施
設・事
業
所
に
お
け
る
公
益
的
な
取
り
組
み
実
態
調
査
の
結
果
よ
り
〜

福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
お
け
る

苦
情
の
ご
相
談

に
つ
い
て

社
会
福
祉
施
設・事
業
所
に
お

け
る
地
域
の
公
益
的
な
取
り
組
み

実
施
状
況
に
つ
い
て
は
、76
％
が
実

施
し
て
い
る
と
回
答
し
て
お
り
、平

成
29
年
度
の
調
査
結
果
と
比
べ
る

と
、「
実
施
し
て
い
る
」と
す
る
回

答
が
30
ポ
イ
ン
ト
増
え
て
お
り
、

平
成
29
年
度
に「
検
討
中
」で
あ
っ

た
施
設
・
事
業
所
で
の
取
り
組
み

が
進
ん
で
き
て
い
る
と
い
え
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、社
会
福
祉
法

第
24
条
第
2
項
で
、全
て
の
社
会

福
祉
法
人
に
お
い
て
公
益
的
な
取

り
組
み
が
責
務
と
な
って
い
る
こ
と

か
ら
、実
施
す
る
う
え
で
の
課
題

を
踏
ま
え
つ
つ
、100
％
実
施
と
な
る

よ
う
今
後
も
積
極
的
な
取
り
組
み

が
求
め
ら
れ
ま
す
。

公
益
的
な
取
り
組
み
内
容
に
つ

い
て
は
、地
域
行
事
へ
の
参
加
や
祭

り
の
開
催
等
、「
地
域
関
係
者
と

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
」が
最
も

多
く
、こ
れ
ま
で
の
調
査
結
果
と

変
わ
ら
な
い
状
況
で
し
た
。次
い
で

回
答
が
多
か
っ
た
の
は
、「
相
談
支

援
」、「
利
用
料
等
の
減
免
」、職

場
体
験
の
受
け
入
れ
等
の「
福
祉

教
育
」の
順
と
な
って
い
ま
す
。

今
回
の
調
査
で
は
、公
益
的
な

取
り
組
み
を
行
う
上
で
の
課
題
に

つ
い
て
も
伺
い
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、「
職
員
の
業
務
負

担
・
人
材
不
足
」を
課
題
と
す
る

回
答
が
最
も
多
く
、公
益
的
な
取

り
組
み
の
実
施
に
と
っ
て
大
き
な

課
題
と
な
って
い
る
こ
と
が
明
ら
か

に
な
り
ま
し
た
。

限
ら
れ
た
職
員
体
制
の
中
で
、ど

の
よ
う
に
地
域
に
お
け
る
公
益
的

な
取
り
組
み
を
行
え
ば
よ
い
の
か
、

悩
み
を
抱
え
て
い
る
施
設・事
業
所

が
多
く
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

地
域
の
福
祉
・
生
活
課
題
に
関

す
る
会
議
の
必
要
性
に
つ
い
て
は
、

実
に
71
％
が
会
議
は
必
要
で
あ
る

と
回
答
し
て
い
ま
す
。現
状
で
は

全
体
の
44
％
が
地
域
に
お
い
て
福

祉
関
係
の
会
議
が
既
に「
あ
る
」と

答
え
て
お
り
、障
害
者
自
立
支
援

協
議
会
や
要
保
児
童
対
策
地
域

協
議
会
、地
域
ケ
ア
会
議
な
ど
専

門
分
野
ご
と
の
会
議
名
が
上
が
っ

て
い
ま
す
。

地
域
で
の
会
議
を
必
要
と
す
る

理
由
の
多
く
は
、「
地
域
の
ニ
ー
ズ

や
課
題
を
把
握
で
き
る
」、「
広
い

視
野
で
、多
機
関
と
の
連
携
に
よ

り
困
難
ケ
ー
ス
へ
の
対
応
や
早
期

解
決
に
つ
な
が
る
の
で
は
」と
い
う

意
見
が
あ
り
、法
律
や
施
策
ご
と

の
縦
の
つ
な
が
り
だ
け
で
は
な
く
、

横
断
的
な
視
点
で
の
協
議
の
場
を

求
め
て
い
る
と
い
え
ま
す
。本
会
と

し
て
も
市
町
村
域
に
お
け
る
社
会

福
祉
法
人
連
絡
会
等
の
立
ち
上

げ
や
会
議
の
活
性
化
に
つ
い
て
、今

回
の
調
査
結
果
を
踏
ま
え
な
が
ら

支
援
を
継
続
し
て
い
き
ま
す
。

県
社
協
で
は
、
本
県
に
お
け
る
社
会
福
祉
法
人
の
地
域
に
お
け
る
公
益
的
な
取
り
組
み
状
況
を
把
握
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
、「
平
成
30
年
度
社
会
福
祉
施
設
・
事
業
所
に
お
け
る
公
益
的
な
取
り
組
み
実
態
調
査
」
を
行
い

ま
し
た
。
調
査
概
要
に
つ
い
て
は
、
左
記
の
と
お
り
。

調査対象：本会会員の社会福祉設・
事業所 536ヵ所

調査方法：調査票を郵送し、FAX又
はEメールにて回答受付

調査期間：平成30年6月25日～7月
20日

回  答 数：189ヵ所
回  答 率：35.3％

公
益
的
な
取
り
組
み
の
実
施

100
％
を
目
指
し
て

職
員
の
業
務
負
担・

人
材
不
足
が
大
き
な
課
題

地
域
の
福
祉・生
活
課
題
に

関
す
る
会
議
の
場
は
必
要

公
益
的
な
取
り
組
み
と
し
て
は
、

地
域
関
係
者
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

づ
く
り
が
最
も
多
い

地域の会議の必要性について

①必要である
71％

③必要だとは
　思わない2％
②分からない
17％

④無回答
10％

公益的な取り組み実施状況
（H29年度）

公益的な取り組み実施状況
（H30年度）

①行っている
46％

①実施している
76％

③行っていない
25％

③実施して
　いない18％

②検討中
29％

②検討中
6％

問6　取り組む上での課題（複数選択可）

⑩その他
⑨地域ニーズ、把握方法

⑧相談記録の整備
⑦地域住民への広報周知

⑥職員の理解
⑤他機関との連携方法

④相談技術や専門スキルの不足
③財源の捻出方法
②財源の確保

①職員の業務負担・人材不足
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平
成
31
年
3
月
、「
地
域
の
人
々

が
明
る
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
築
き

支
え
合
う
社
会
」
を
目
指
す

T
H
A
N
K
S（
サ
ン
ク
ス
）運
動

県
民
福
祉
講
演
会
（
主
催
：

T
H
A
N
K
S（
サ
ン
ク
ス
）運
動

推
進
会
議
、沖
縄
県
社
会
福
祉
協

議
会
、
後
援
：
沖
縄
県
）が
開
催

さ
れ
、一般
県
民
や
民
生
委
員
児
童

委
員
、
福
祉
関
係
団
体
及
び
行
政

関
係
者
等
、
約
1
6
0
名
の
参
加

が
あ
り
ま
し
た
。

初
め
に
、
西
原
町
社
会
福
祉
協

議
会
の
玉
城
十
七
美
地
域
福
祉

係
長
と
西
原
町
呉
屋
自
治
会
の

呉
屋
弘
子
自
治
会
長
か
ら
、「
社

会
的
孤
立
対
策
モ
デ
ル
事
業
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
」と
題
し
て
活
動

紹
介
が
あ
り
ま
し
た
。

同
町
社
協
で
は
、
中
学
校
区
圏

域
ご
と
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ソ
ー
シ
ャ

ル
ワ
ー
カ
ー
を
2
名
配
置
す
る
と

と
も
に
、
町
内
5
地
区
に
地
区

ワ
ー
カ
ー
を
そ
れ
ぞ
れ
1
名
配
置

し
、
町
社
協
が
運
営
す
る
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
と
も
連
携
を
図

る
な
ど
を
し
て
、
地
域
課
題
を
町

社
協
全
体
で
把
握
・
対
応
す
る
体

制
を
と
っ
て
い
ま
す
。事
例
発
表
で

は
、
自
治
会
長
や
民
生
委
員
で
行
っ

て
い
る「
地
域
相
談
窓
口
」や
、
見
守

り
協
定
締
結
企
業
等
と
連
携
し
た

見
守
り
活
動
な
ど
重
層
的
な
支
援

の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

西
原
町
呉
屋
自
治
会
の
呉
屋

弘
子
自
治
会
長
か
ら
は
「
さ
わ
ふ

じ
女
性
会
」
に
お
い
て
毎
週
1
回

行
わ
れ
て
い
る
が
ん
じ
ゅ
う
体
操

を
通
し
た
高
齢
者
女
性
の
引
き
こ

も
り
対
策
に
関
す
る
実
践
活
動
の

報
告
が
あ
り
ま
し
た
。ま
た
、地
域

の
課
題
を
話
し
合
う
「
支
え
合
い

委
員
会
」
に
お
け
る
高
齢
者
・
障

害
者
の
世
帯
を
地
図
上
で
色
付
け

を
す
る
福
祉
マ
ッ
プ
の
作
成
活
動

等
の
紹
介
が
あ
り
、「
地
域
住
民
が

孤
立
し
な
い
・
さ
せ
な
い
地
域
づ

く
り
」に
取
り
組
ん
で
い
る
と
の
報

告
も
あ
り
ま
し
た
。

次
に
、
若
狭
公
民
館
の
宮
城
潤

館
長
よ
り「
す
べて
の
人
に
開
か
れ

た
地
域
社
会
へ
」
と
題
し
て
講
話

が
あ
り
ま
し
た
。

関
係
団
体
と
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョン

を
行
い
実
施
さ
れ
た
在
住
外
国
人

と
の
交
流
会
「
ハッ
ピ
ー
ネ
パ
ー
ル

め
ん
そ
ー
れ
沖
縄
！
」や
、
子
ど
も

や
保
護
者
向
け
の
取
り
組
み
で
あ

る「
防
災
紙
芝
居
」な
ど
、
様
々
な

取
り
組
み
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

宮
城
館
長
は
「
地
域
の
中
に
コ

ミ
ュニ
テ
ィ
を
た
く
さ
ん
作
り
、
そ

れ
ら
が
緩
や
か
に
繋
が
って
い
く
こ

と
で
全
体
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
が

構
築
さ
れ
る
。ま
た
、
課
題
に
対
し

て
ユ
ニ
ー
ク
な
取
り
組
み
と
な
る

よ
う
心
掛
け
て
い
る
」
と
説
明
さ

れ
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
活
動
を
行
っ
て
い

く
中
で
、
同
公
民
館
は
文
部
科
学

省
の
第
70
回
優
良
公
民
館
表
彰

で
最
優
秀
館
に
選
ば
れ
て
い
ま
す
。

会
場
か
ら
は
「
地
域
住
民
主
体

の
課
題
解
決
に
向
け
て
参
考
に

な
っ
た
」「
楽
し
み
な
が
ら
の
居
場

所
づ
く
り
が
必
要
だ
と
感
じ
た
」

等
の
声
が
あ
り
ま
し
た
。

沖
縄
県
運
営
適
正
化
委
員
会

（
以
下
、
委
員
会
）は
、
社
会
福
祉

法
に
基
づ
き
、福
祉
サ
ー
ビ
ス
利

用
者
の
利
益
の
保
護
と
権
利
を

擁
護
す
る
た
め
に
、平
成
12
年
か

ら
沖
縄
県
社
会
福
祉
協
議
会
内

に
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

委
員
会
で
は
、福
祉
サ
ー
ビ
ス

を
適
切
に
利
用
で
き
る
よ
う
に
、

苦
情
解
決
の
お
手
伝
い
を
し
て

い
ま
す
。福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
苦
情

解
決
は
、
利
用
者
の
方
々
が
、
安

心
し
て
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
で
き

る
制
度
で
す
。児
童
、障
害
者
、高

齢
者
等
の
福
祉
施
設
や
事
業
所
、

ま
た
は
在
宅
で
の
福
祉
サ
ー
ビ

ス
に
関
し
て
お
困
り
ご
と
は
ご

ざ
い
ま
せ
ん
か
。

利
用
さ
れ
て
い
る
福
祉
サ
ー

ビ
ス
へ
の
苦
情
に
つ
い
て
福
祉

サ
ー
ビ
ス
提
供
事
業
所
と
の
話

し
合
い
が
困
難
な
場
合
は
、
委

員
会
（
☎
0
9
8
―
8
8
2
―

5
7
0
4
）
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

▲西原町社協・玉城十七美係長

▲西原町呉屋自治会・
　呉屋弘子自治会長

▲若狭公民館・宮城館長

▲会場の様子

T
H
A
N
K
S（
サ
ン
ク
ス
）運
動

 

 

 
県
民
福
祉
講
演
会
を
開
催

地
域
の
課
題
に
目
を
向
け
る
社
会
福
祉
法
人

求
め
ら
れ
る
課
題
の
共
有
の
場
と
解
決
に
向
け
た
協
働
の
仕
組
み
づ
く
り

〜
社
会
福
祉
施
設・事
業
所
に
お
け
る
公
益
的
な
取
り
組
み
実
態
調
査
の
結
果
よ
り
〜

福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
お
け
る

苦
情
の
ご
相
談

に
つ
い
て

社
会
福
祉
施
設・事
業
所
に
お

け
る
地
域
の
公
益
的
な
取
り
組
み

実
施
状
況
に
つ
い
て
は
、76
％
が
実

施
し
て
い
る
と
回
答
し
て
お
り
、平

成
29
年
度
の
調
査
結
果
と
比
べ
る

と
、「
実
施
し
て
い
る
」と
す
る
回

答
が
30
ポ
イ
ン
ト
増
え
て
お
り
、

平
成
29
年
度
に「
検
討
中
」で
あ
っ

た
施
設
・
事
業
所
で
の
取
り
組
み

が
進
ん
で
き
て
い
る
と
い
え
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、社
会
福
祉
法

第
24
条
第
2
項
で
、全
て
の
社
会

福
祉
法
人
に
お
い
て
公
益
的
な
取

り
組
み
が
責
務
と
な
って
い
る
こ
と

か
ら
、実
施
す
る
う
え
で
の
課
題

を
踏
ま
え
つ
つ
、100
％
実
施
と
な
る

よ
う
今
後
も
積
極
的
な
取
り
組
み

が
求
め
ら
れ
ま
す
。

公
益
的
な
取
り
組
み
内
容
に
つ

い
て
は
、地
域
行
事
へ
の
参
加
や
祭

り
の
開
催
等
、「
地
域
関
係
者
と

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
」が
最
も

多
く
、こ
れ
ま
で
の
調
査
結
果
と

変
わ
ら
な
い
状
況
で
し
た
。次
い
で

回
答
が
多
か
っ
た
の
は
、「
相
談
支

援
」、「
利
用
料
等
の
減
免
」、職

場
体
験
の
受
け
入
れ
等
の「
福
祉

教
育
」の
順
と
な
って
い
ま
す
。

今
回
の
調
査
で
は
、公
益
的
な

取
り
組
み
を
行
う
上
で
の
課
題
に

つ
い
て
も
伺
い
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、「
職
員
の
業
務
負

担
・
人
材
不
足
」を
課
題
と
す
る

回
答
が
最
も
多
く
、公
益
的
な
取

り
組
み
の
実
施
に
と
っ
て
大
き
な

課
題
と
な
って
い
る
こ
と
が
明
ら
か

に
な
り
ま
し
た
。

限
ら
れ
た
職
員
体
制
の
中
で
、ど

の
よ
う
に
地
域
に
お
け
る
公
益
的

な
取
り
組
み
を
行
え
ば
よ
い
の
か
、

悩
み
を
抱
え
て
い
る
施
設・事
業
所

が
多
く
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

地
域
の
福
祉
・
生
活
課
題
に
関

す
る
会
議
の
必
要
性
に
つ
い
て
は
、

実
に
71
％
が
会
議
は
必
要
で
あ
る

と
回
答
し
て
い
ま
す
。現
状
で
は

全
体
の
44
％
が
地
域
に
お
い
て
福

祉
関
係
の
会
議
が
既
に「
あ
る
」と

答
え
て
お
り
、障
害
者
自
立
支
援

協
議
会
や
要
保
児
童
対
策
地
域

協
議
会
、地
域
ケ
ア
会
議
な
ど
専

門
分
野
ご
と
の
会
議
名
が
上
が
っ

て
い
ま
す
。

地
域
で
の
会
議
を
必
要
と
す
る

理
由
の
多
く
は
、「
地
域
の
ニ
ー
ズ

や
課
題
を
把
握
で
き
る
」、「
広
い

視
野
で
、多
機
関
と
の
連
携
に
よ

り
困
難
ケ
ー
ス
へ
の
対
応
や
早
期

解
決
に
つ
な
が
る
の
で
は
」と
い
う

意
見
が
あ
り
、法
律
や
施
策
ご
と

の
縦
の
つ
な
が
り
だ
け
で
は
な
く
、

横
断
的
な
視
点
で
の
協
議
の
場
を

求
め
て
い
る
と
い
え
ま
す
。本
会
と

し
て
も
市
町
村
域
に
お
け
る
社
会

福
祉
法
人
連
絡
会
等
の
立
ち
上

げ
や
会
議
の
活
性
化
に
つ
い
て
、今

回
の
調
査
結
果
を
踏
ま
え
な
が
ら

支
援
を
継
続
し
て
い
き
ま
す
。

県
社
協
で
は
、
本
県
に
お
け
る
社
会
福
祉
法
人
の
地
域
に
お
け
る
公
益
的
な
取
り
組
み
状
況
を
把
握
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
、「
平
成
30
年
度
社
会
福
祉
施
設
・
事
業
所
に
お
け
る
公
益
的
な
取
り
組
み
実
態
調
査
」
を
行
い

ま
し
た
。
調
査
概
要
に
つ
い
て
は
、
左
記
の
と
お
り
。

調査対象：本会会員の社会福祉設・
事業所 536ヵ所

調査方法：調査票を郵送し、FAX又
はEメールにて回答受付

調査期間：平成30年6月25日～7月
20日

回  答 数：189ヵ所
回  答 率：35.3％

公
益
的
な
取
り
組
み
の
実
施

100
％
を
目
指
し
て

職
員
の
業
務
負
担・

人
材
不
足
が
大
き
な
課
題

地
域
の
福
祉・生
活
課
題
に

関
す
る
会
議
の
場
は
必
要

公
益
的
な
取
り
組
み
と
し
て
は
、

地
域
関
係
者
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

づ
く
り
が
最
も
多
い

地域の会議の必要性について

①必要である
71％

③必要だとは
　思わない2％
②分からない
17％

④無回答
10％

公益的な取り組み実施状況
（H29年度）

公益的な取り組み実施状況
（H30年度）

①行っている
46％

①実施している
76％

③行っていない
25％

③実施して
　いない18％

②検討中
29％

②検討中
6％
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⑩その他
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⑤他機関との連携方法

④相談技術や専門スキルの不足
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御
寄
付
・
御
寄
贈
い
た
だ
き
、

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

●
N
T
T
西
日
本
沖
縄
支
店 

様

●
那
覇
法
人
会
女
性
部
会 
様

●
金
城
ツ
ル
子 

様

●
那
覇
市
垣
花
奉
頌
会 

様

※

本
会
へ
の
寄
付
に
つ
い
て
は
、
税
制
上

の
優
遇
措
置
が
受
け
ら
れ
ま
す
。詳
し

く
は
総
務
企
画
部
ま
で

令
和
元
年
度

県
社
協
・
職
員
人
事
異
動

第
45
回
芸
能
の
夕
べ
開
催

社
会
福
祉
活
動
資
金
づ
く
り

寄
付
・
寄
贈
者
芳
名

（
2
月
1
日
〜
3
月
31
日
）

今
年
度
最
初
の
発
行
、そ
し

て
新
元
号
、「
令
和
」が
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
ね
！
皆
様
に
と
っ

て
も
素
敵
な
時
代
の
ス
タ
ー
ト
を

お
祈
り
し
て
い
ま
す
。

浦
添
市
在
住
の
宮
國
米
男
さ
ん

（
68
歳
）は
15
歳
の
頃
に
見
か
け
た
看

板
広
告
に
感
銘
を
受
け
、県
外
で
手

書
き
に
よ
る
看
板
製
作
等
の
修
行
を

経
た
後
、22
歳
の
頃
、看
板
広
告
会
社

を
設
立
。油
絵
を
本
格
的
に
始
め
た

の
は
、会
社
経
営
の
第
一
線
を
退
い
た

約
5
年
前
。

宮
古
島
出
身
の
宮
國
さ
ん
は
、宮

古
島
や
沖
縄
本
島
の
原
風
景
を
残
し

た
い
と
の
思
い
か
ら
、多
く
の
作
品
を

描
い
て
い
ま
す
。

今
回
の
作
品
も
、読
谷
村
の
景
色

と
、宮
古
島
で
幼
少
期
を
過
ご
し
た

原
風
景
を
織
り
交
ぜ
た
作
品
で
あ

り
、「
見
た
人
が
癒
し
や
元
気
、夢
、希

望
を
感
じ
て
も
ら
え
る
よ
う
心
掛
け

て
描
い
て
い
る
」と
話
し
ま
し
た
。

宮
國
さ
ん
は
宮
古
民
謡
で
あ
る「
ア

ヤ
グ
」の
演
奏
活
動
も
行
っ
て
お
り

「
こ
れ
か
ら
も
見
る
人
、聴
く
人
が
感

動
し
て
も
ら
え
る
作
品
を
作
っ
て
い

き
た
い
」と
語
り
ま
し
た
。

木のトンネル田舎道

表紙の絵

Vol.185

沖
縄
県
社
会
福
祉
協
議
会

令
和
元
年
度
　事
業
計
画・資
金
収
支
予
算（
概
要
）

沖
縄
県
共
同
募
金
会

令
和
元
年
度
　事
業
計
画・資
金
収
支
予
算（
概
要
）

島
の
福
祉
パ
ワ
ー
炸
裂
！
東
京
の
福
祉
人
材
に

P
R

！！（
報
告
）、「
福
祉
職
員
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
対
応

生
涯
研
修
過
程
」研
修
会
の
案
内
、沖
縄
県
介
護
実

習
・
普
及
セ
ン
タ
ー
の
案
内
、か
り
ゆ
し
長
寿
大
学

校
　入
学
式（
報
告
）

T
H
A
N
K
S（
サ
ン
ク
ス
）運
動
　県
民
福
祉

講
演
会（
報
告
）、福
祉
サ
ー
ビ
ス
運
営
適
正
化
委

員
会
に
つ
い
て

「
社
会
福
祉
施
設
・
事
業
所
に
お
け
る
公
益
的
な

取
り
組
み
実
態
調
査
」の
結
果（
報
告
）

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
、寄
付・寄
贈
者
芳
名
、表
紙

の
絵
　他
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編集
後記
編集
後記

作品名

作成者 宮國 米男さん

県
社
協
で
は
、2
月
3
日
に
沖

縄
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
劇
場

棟
に
て「
第
45
回
芸
能
の
夕
べ
」を

開
催
し
ま
し
た
。本
公
演
は
、沖
縄

新
進
芸
能
家
協
会
、都
山
流
尺
八

沖
縄
県
支
部
、西
川
流
沖
縄
県
支

部
、か
ら
約
1
9
0
名
が
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
で
出
演
さ
れ
、琉
球
舞
踊
や

日
本
舞
踊
、尺
八
の
演
奏
を
披
露

し
、来
場
者
4
7
5
名
を
楽
し
ま

せ
ま
し
た
。

ま
た
、本
公
演
を
開
催
す
る
に

あ
た
り
、県
内
の
企
業・団
体
へ
チ

ケ
ッ
ト
購
入
に
つ
い
て
協
力
を
求
め

た
と
こ
ろ
、多
く
の
企
業・団
体
か

ら
御
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。

本
公
演
の
収
益
金
は
、全
額
社
会

福
祉
活
動
資
金
や
県
内
の
福
祉
団

体
への
活
動
助
成
金
等
と
し
て
有
効

に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

御  

礼

『
第
45
回
芸
能
の
夕
べ
』へ
御
出

演
い
た
だ
い
た
団
体
を
は
じ
め
、

協
賛
を
い
た
だ
い
た
企
業
、関
係

者
の
皆
様
、御
来
場
い
た
だ
き
ま

し
た
皆
様
へ
厚
く
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

▲NTT西日本沖縄支店様（2.28）
【写真左】
NTT西日本沖縄支店 支店長 畔上 修一 様

【写真右】本会 会長 湧川 昌秀

▲那覇法人会女性部会様（3.12）
【写真前列右から3番目】
那覇法人会女性部会 部会長 鈴木 啓子 様

【写真後列右から5番目】
本会 総務企画部長 上間 直子

▲那覇市垣花奉頌会様（3.26）
【左から2番目】
（一財）那覇市垣花奉頌会 理事長 比嘉 眞三 様
【左から1番目】同会 事務局　金城 勝一 様
【右から1番目】本会 常務理事 嘉陽 孝治

大
城
洋
明
＝
地
域
福
祉
部
主
事

宮
城
真
政
＝（
再
雇
用
／
民
生
部

主
査
）

採
　用

渡
嘉
敷
聡
＝
福
祉
人
材
研
修
セ

ン
タ
ー
所
長
、新
屋
司
＝
総
務
企

画
部
主
査
、山
入
端
涼
＝
総
務
企

画
部
主
査
、外
間
沙
季
＝
福
祉
人

材
研
修
セ
ン
タ
ー
主
査
、宮
里
尚

弥
＝
施
設
団
体
福
祉
部
主
任

昇
　任

新
垣
安
大
＝
総
務
企
画
部
主
任
、

與
儀
隆
一
＝
施
設
団
体
福
祉
部

副
部
長
、大
木
陽
一
郎
＝
民
生
部

部
長
、與
儀
あ
き
＝
民
生
部
副
部

長
、上
間
有
希
＝
福
祉
人
材
研
修

セ
ン
タ
ー
主
任
、國
吉
真
斗
＝
福

祉
人
材
研
修
セ
ン
タ
ー
主
事
、渡

久
地
美
智
留
＝
い
き
い
き
長
寿

セ
ン
タ
ー
主
任
、金
城
尚
子
＝
福

祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
支
援
セ
ン

タ
ー
副
所
長

異
　動

宮
城
真
政（
定
年
）、小
川
友
姫

退
　職

著　者：全国不登校新聞社　　　出版社：ポプラ社

学校に行きたくない君へ

不登校・引きこもりの当事者の声を大切にする
日本で唯一の不登校専門誌「不登校新聞」。そ
の「不登校新聞」を発行するNPO法人全国不登
校新聞社が編集したこの本には、「不登校新聞」
に掲載された各分野の著名人
20名のインタビューがまとめ
られています。企画から取材
まで、不登校の当事者・経験
者が人生の大先輩たちに体
当たりでぶつかり、引き出し
た本音のメッセージ。社会に
出たくない人も、いま人生に
まよっている人も、中高生か
らシニア層まで幅広い世代に突き刺さる言葉が
つまった一冊です。

本の紹介
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